
ダイナ・ワシントン バック・トゥ・ザ・ブルース 29147

ラスト・アルバム 29224

タイリー・グレン アット・ザ・ラウンドテーブル 29242

レッツ・ハヴ・ア・ボール 29163

チ チコ・ランドール リラクシン・ウィズ・チコ・ランドール 29220

チャールス・ミンガス オー・ヤー 29020

クンビア＆ジャズ・フュージョン 29083

スリー・オア・フォア・シェイズ・オブ・ブルース 29229

チェンジズ・トゥー 29182

チェンジズ・ワン 29181

直立猿人 29019

道化師 29082

ブルース＆ルーツ 29164

ミンガス・アット・アンティーブ 29204

ミンガス・アット・カーネギー・ホール 29142

ミンガス・スリー 29021

チャールス・ロイド ドリーム・ウィーヴァー 29106

フォレスト・フラワー 29013

ラヴ・イン 29062

テ ディジー・ガレスピー イン・コンサート 29103

テディ・チャールズ・トリオ スリー・フォー・デューク 29085

デラ・リース ア・デート・ウィズ・デラ・リース 29045

アンド・ザット・リマインズ・ミー 29246

ストーリー・オブ・ザ・ブルース 29094

ホワット・ドゥ・ユー・ノウ・アバウト・ラヴ 29172

メランコリー・ベイビー 29145

テリー・ギブス アット・ザ・ピアノ 29238

デルタ・リズム・ボーイズ イン・スウェーデン 29196

ト トニー・アレス ロング・アイランド組曲 29110

トニー・スコット ジプシー 29234

トニー・フラッセラ トランペットの詩人 29026

ドロシー・ドネガン セプテンバー・ソング 29135

ニ ニーナ・シモン 禁断の果実 29122

ジ・アメイジング・ニーナ・シモン 29174

ニーナ・シモン・アット・カーネギー・ホール 29223

ニーナ・シモン・アット・ザ・ヴィレッジ・ゲイト 29148

ニーナ・シモン・アット・タウン・ホール 29047

ニーナ・シモン・アット・ニューポート 29121

ニーナ・シモン・ウィズ・ストリングス 29249

ニーナ・シモン・シングス・エリントン 29199

フォークシー・ニーナ 29096

ハ ハービー・ハンコック エムワンディシ 29114

クロッシングス 29115

ファット・アルバート・ロトゥンダ 29140

ハービー・マン ヴィレッジ・ゲイトのハービー・マン 29078

ニルヴァーナ 29159

メンフィス・アンダーグラウンド 29031

ハーブ・ゲラー スタックス・オブ・サックス 29065

ファイア・イン・ザ・ウェスト 29016

ハーブ・ポメロイ ライフ・イズ・ア・メニー・スプレンダード・ギグ 29076

バド・パウエル ザ・リターン・オブ・バド・パウエル 29101

バド・パウエル・イン・パリ 29032

バド・パウエルの芸術 29051

ハリー・エディソン パテンテッド・バイ・エディソン 29128

ハロルド・コービン ソウル・ブラザー 29111

ヒ ビヴァリー・ケニー カム・スウィング・ウィズ・ミー 29100

ビヴァリー・ケニー・シングス・ウィズ・ザ・ベイシー・アイツ 29125

ビヴァリー・ケニー・シングス・フォー・ジョニー・スミス 29048

ビリー・エクスタイン ノー・カヴァー、ノー・ミニマム 29088

ワンス・モア・ウィズ・フィーリング 29042

ビリー・ストレイホーン ライヴ！！！ 29086

ビル・ポッツ バイ・バイ・バーディー 29219

フ フィニアス・ニューボーンJr. アイ・ラヴ・ア・ピアノ 29054

ヒア・イズ・フィニアス 29138

ピアノ・ポートレイツ・バイ・フィニアス・ニューボーンJr. 29034

フィル・ウッズ アライヴ・アンド・ウェル・イン・パリス 29151

フランクフルトのフィル・ウッズとヨーロピアン・リズム・マシーン 29152

フランキー・オルテガ アット・ジ・エンバーズ 29215

サンセット77 29136

フレディ・ハバード バックラッシュ 29193

ヘ ベティ・セント・クレア ホワット・イズ・ゼア・トゥ・セイ 29171

ホ ポール・デスモンド ファースト・プレイス・アゲイン 29067

ボビー・ジャスパー ボビー・ジャスパー・クインテット 29014

マ マーサ・ヘイズ ア・ヘイズ・ネイムド・マーサ 29222

マーティ・ペイチ アイ・ゲット・ア・ブート・アウト・オブ・ユー 29087

ブロードウェイ・ビット 29040

マイク・コゾー マイク・コゾー＆エディ・コスタ＝ヴィニー・バーク・トリオ 29015

マイルス・デイヴィス ＴＵＴＵ 29203

ドゥー・バップ 29228

マチート ケニヤ：アフロ・キューバン・ジャズ 29074

マチート・ウィズ・フルート・トゥ・ブート 29243

マックス・ローチ 限りなきドラム 29195

マット・デニス ウェルカム・マット・デニス 29089

ミ ミルト・ジャクソン バグス＆トレーン 29058

バラッズ＆ブルース 29168

ビーン・バグス 29190

プレンティ・プレンティ・ソウル 29189

メ メアリー・アン・マッコール ディトゥアー・トゥ・ザ・ムーン 29041

メイナード・ファーガソン ア・メッセージ・フロム・ニューポート 29030

ア・メッセージ・フロム・バードランド 29075

メッド・フローリー ジャズ・ウェイヴ 29131

モ モー・コフマン ザ・シェパード・スウィングス・アゲイン 29209

モダン・ジャズ・カルテット コメディ 29232

淋しい女 29072

シェリフ 29143

たそがれのヴェニス 29037

ピラミッド 29038

フォンテッサ 29036

ブルース・オン・バッハ 29073

モダン・ジャズ・カルテット 29167

モダン・ジャズ・カルテット・ウィズ・ジミー・ジュフリー 29207

モダン・ジャズ・カルテット・ウィズ・ソニー・ロリンズ 29071

モニカ・ルイス バット・ビューティフル 29099

ラ ラロ・シフリン ラロ=ブリリアンス 29213

ランディ・ウェストン ウフル・アフリカ 29214

ハイライフ 29237

ピアノ・アラモード 29079

リ リー・コニッツ インサイド・ハイ・ファイ 29155

リアル・リー・コニッツ 29068

リー・コニッツ・ウィズ・ウォーン・マーシュ 29017

リー・モーガン アナザー・マンデイ・ナイト・アット・バードランド 29052

マンデイ・ナイト・アット・バードランド 29011

ル ルイ・アームストロング グレート・リユニオン 29029

トゥギャザー・フォー・ザ・ファースト・タイム 29028

ルー・アン・シムズ アット・セパレート・テーブルズ 29146

ルー・スタイン 8フォー・キックス・4フォー・ラフス 29137

ルー・マクガリティ サム・ライク・イット・ホット 29162

ルー・レヴィー プレイズ・ベイビー・グランド・ジャズ 29109

レ レイ・ドレイパー チューバ・ジャズ 29010

レイ・ブライアント アローン・アット・モントルー 29139

レス・マッキャン スイス・ムーヴメント 29166

レニー・トリスターノ 鬼才トリスターノ 29113

ニュー・トリスターノ 29188

ロ ローランド・カーク アザー・フォークス・ミュージック 29206

溢れ出る涙 29012

ヴォランティアード・スレイヴリー 29063

天才ローランド・カークの復活 29107

ブギ・ウギ・ストリング・アロング・フォー・リアル 29230

ローランド・ハナ イージー・トゥ・ラヴ 29133

デストリー・ライズ・アゲイン 29186



ビル・エヴァンスが70年代の後半にたどり着いた至高のトリオ表現。繊細なニュアンスと
内省的な響きをもつエヴァンスのタッチが、これまで以上の深化をみせて聴き手の心に
訴えかけてくる。ミシェル・ルグランの手になるタイトル曲。美しくも哀しい〈Bマイナー・
ワルツ〉やジミー・ロウルズの名作〈ピーコックス〉をはじめ、ガラス細工のようにデリケー
トなプレイの美しさに時を忘れて聴き惚れる、ビル・エヴァンスの“特別な”1枚。

ビル・エヴァンスの“最後のトリオ”であるマーク・ジョンソン、ジョー・ラバーベラとのパ
リ“エスパス・カルダン”でのステージ。ポール・サイモンが書いた〈きみの愛のために〉の
トリオ・ヴァージョンや、ミシェル・ルグラン〈ノエルのテーマ〉をはじめ、エヴァンスお気
に入りのナンバーばかりが静謐なタッチとともに演じられてゆく。美しいハーモニーの
響きが耳から離れない、晩年のビル・エヴァンスの傑作アルバムである。

ビル・エヴァンスによってワーナーに吹き込まれた最後のスタジオ録音盤である。亡き兄
のハリーに捧げられたタイトル曲は、心に染み入るソロ・プレイ。中心をなすのはクイン
テットによる演奏で、最晩年のエヴァンスの伴侶となったマーク・ジョンソン、ジョー・ラ
バーベラが参加しているのも注目される。これが初演になるオリジナル〈ビルズ・ヒット・
チューン〉の、メランコリーをいっぱいにたたえた表情も忘れられない。

ビル・エヴァンスとハーモニカ奏者トゥーツ・シールマンスの温かな心の交流が感じられ
る、ビル晩年の傑作アルバム。抒情味あふれるハーモニカのメロディーとビルのハーモニー
が美しく融合して、それぞれの個性がいっそうくっきりと浮かび上がってゆく。ポール・
サイモンが作った〈きみの愛のために〉に漂うリリシズム。ゆたかな情感をたたえた〈ジー
ザス・ラスト・バラード〉をはじめ、ロマンの香りあふれるプレイが素晴らしい。

「パリ・コンサート」に続く、同日のパリでのライヴ・ステージ。こちらのほうには、エヴァ
ンスのオリジナルばかり6曲が収められている。エヴァンスがもっとも気に入っていたと
いう晩年のメンバーによるトリオ演奏。どの曲も再演のレベルをはるかに超えた、みずみ
ずしいプレイを聴かせてくれるのが印象にのこる。代表的なレパートリーのひとつ〈ナー
ディス〉の17分にもおよぶ自由なヴァージョンがハイライトになっている。

70年代後半にワーナーへ移籍したビル・エヴァンスが吹き込んだ、このレーベルからの第
1弾。エヴァンスはソロ演奏に、さらに自身のピアノ・プレイをオーヴァーダビングしてみ
せている。エレクトリック・ピアノが用いられているものの、あくまで彼の内面の響きが
表出されてゆくのが、いかにもエヴァンスらしいところだ。往時の名盤「自己との対話」か
ら進化をとげた、新たなビル・エヴァンスの姿がここにある。

晩年のエヴァンスを象徴する永遠の人気盤。

エヴァンスの死後、発表された膨大なライヴ音源の中でも最上位にランクする傑作
ライヴ。ポール・サイモン、デニー・ザイトリン、ミシェル・ルグランらの名曲を中心に、
繊細かつ格調高い演奏が並ぶ。

晩年の代表曲と往年の名曲の再演、さらに2篇のソロを含む豪華盤。

切ない音色で知られるハーモニカの名手との共演が話題を集めた
晩年の人気盤。

晩年のエヴァンスを代表する傑作ライヴの続篇。新旧のオリジナル中心の選曲
で、耽美的な世界をじっくり堪能。ラストの「ナーディス」は、17分を超える熱演。

生涯3度目の多重録音企画。曲によって、フェンダー・ローズを弾くな
ど、新たな境地を切り開いた移籍第1弾。

WPCR-29251� [WARNER.BROS]

ビル・エヴァンス『ユー・マスト・ビリーヴ・イン・スプリング』
ABマイナー・ワルツ（エレーンに捧ぐ）／Bユー・マス
ト・ビリーヴ・イン・スプリング／Cゲイリーのテーマ／
Dウィ・ウィル・ミート・アゲイン（兄ハリーに捧ぐ）／Eピー
コックス／Fサムタイム・アゴー／Gマッシュのテーマ／

［オリジナルLP未収録曲］Hウィズアウト・ア・ソング／
Iフレディ・フリーローダー／Jオール・オブ・ユー
ビル・エヴァンス（p）、エディ・ゴメス（b）、エリオット・ジグムンド（ds）

【録音】1977年8月23、24、25日　ハリウッド

WPCR-29253� [ELEKTRA/MUSICIAN]

ビル・エヴァンス『パリ・コンサート』
Aきみの愛のために／Bクワイエット・ナウ／Cノ
エルのテーマ／Dマイ・ロマンス／Eアイ・ラヴ・
ユー・ポーギー／Fアップ・ウィズ・ザ・ラーク／
Gオール・マイン（ミーニャ）／Hビューティフル・ラ
ヴ／Iビル・エヴァンス・インタビュー（ビルと兄ハリー・
エヴァンスの談話より抜粋）

ビル・エヴァンス（p）、マーク・ジョンソン（b）、ジョー・ラバーベラ（ds）

【録音】1979年11月26日　パリ『エスパス・カルダン』でのライヴ

WPCR-29255� [WARNER BROS.]

ビル・エヴァンス『ウィ・ウィル・ミート・アゲイン』
Aコムラード・コンラッド／Bローリー／Cビルズ・
ヒット・チューン／Dフォー・オール・ウィ・ノウ（ウィ・
メイ・ネヴァー・ミート・アゲイン）／Eファイヴ／Fオ
ンリー・チャイルド／Gペリズ・スコープ／Hウィ・ウィ
ル・ミート・アゲイン
ビル・エヴァンス（p, el-p）、トム・ハレル（tp）、ラリー・シュナイダー（ts, ss, 
a-fl）、マーク・ジョンソン（b）、ジョー・ラバーベラ（ds）

【録音】1979年8月6〜9日　ニューヨーク

WPCR-29252� [WARNER.BROS]

ビル・エヴァンス『アフィニティ』
Aきみの愛のために／Bスノ・ピーズ／C願いの
すべて／D酒とバラの日々／Eジーザス・ラスト・
バラード／Fトマト・キッス／G真夜中の向こう側（メ
イン・テーマ）／Hブルー・アンド・グリーン／I身
も心も
ビル・エヴァンス（p, el-p）、トゥーツ・シールマンス（hca）、ラリー・シュナイダー

（ts, ss, a-fl）、マーク・ジョンソン（b）、エリオット・ジグムンド（ds）

【録音】1978年10月30日〜11月2日　ニューヨーク

WPCR-29254� [ELEKTRA/MUSICIAN]

ビル・エヴァンス『パリ・コンサート２』
Aリ・パーソン・アイ・ニュー／Bゲイリーのテーマ／
Cレター・トゥ・エヴァン／D34スキドゥー／Eロウ
リー／Fナーディス
ビル・エヴァンス（p）、マーク・ジョンソン（b）、ジョー・ラバーベラ（ds）

【録音】1979年11月26日　パリ『エスパス・カルダン』でのライヴ

WPCR-29256� [WARNER BROS.]

ビル・エヴァンス『未知との対話—独白・対話・そして鼎
ていだん

談』
Aソング・フォー・ヘレン／Bノーバディ・エルス・バッ
ト・ミー／Cマキシン／Dフォー・ネネット／Eア
イ・ラヴ・マイ・ワイフ／F雨の想い出／Gアフター・
ユー／Hリフレクションズ・イン・D
ビル・エヴァンス（p, el-key）（多重録音）

【録音】1978年1月26〜28、30日、2月13〜16日　ニューヨーク

最高の人気ピアニストとして、いまや押しも押されもしない個性的な世界を築きあげて
いるキース・ジャレット。そんなキースが21歳のときに吹き込んだ、記念すべき初リーダー・
アルバムである。ヘイデン、モチアンとのトリオは、のちの“アメリカン・カルテット”の母
体をなすものであると同時に、すでに後年に通じるロマン性と冒険精神が充分に発揮さ
れているのに驚かされる。原点という位置づけを超えた、聴きごたえある一作。

キース・ジャレットが71年夏、アトランティックにおこなった膨大なレコーディングの中
から、チャーリー・ヘイデン、ポール・モチアンとのトリオによる演奏ばかりを収めている
アルバム。フリーなインプロヴィゼイションから、フォーク・タッチの抒情が漂う演奏まで、
トリオといっても千変万化するキースのさまざまな表情を聴くことができる興味深い一
作だ。パーカッシヴな響きが強く押し出されている点にも注目したい。

70年代のジャズ・シーンを疾走していった、キース・ジャレットの“アメリカン・カルテット”。
そのもっとも初期に吹き込まれた演奏には、このあとに展開されるキースの音楽的冒険
の方向性が、はっきり示されている。ゴスペル・ライクな〈ジプシー・モス〉、フリーでパー
カッシヴな〈エル・ジュイシオ〉の熱狂。オーネットに捧げられた〈ピース・フォー・オーネッ
ト〉でキースが吹くソプラノ・サックス・プレイも、とても興味深い。

チック・コリアが25歳のときに吹き込んだ、記念すべき初リーダー・アルバム。チックが妻
に捧げて書いたタイトル曲を筆頭にして、すべての演奏にモダンでフレッシュな感覚が
溢れている。ジョー・ファレル、ウディ・ショウをはじめとするメンバーたちのハード・ド
ライヴィングなソロも聴きもの。バップの枠を突き破って、未知の表現世界へと進んでゆ
くチックのグループの演奏が、いまなお鮮烈な感動を呼び起こす一作である。

60年代の後半、時代の空気をいっぱいに吸収しながら自身の表現を確立していったキー
ス・ジャレット。繊細な中にも冒険心をいっぱいに感じさせる若きキースのプレイの魅力
が、“シェリーズ・マン・ホール”でのステージを収録した本作によく捉えられている。ボブ・
ディランの名作〈マイ・バック・ペイジ〉や、アルバム・タイトル曲に漂うほのかな抒情。大
胆な〈ムーヴィング・スーン〉。今日のキースの音楽の原点がここにある。

71年夏のキース・ジャレットのセッションから、へイデン、モチアンにサックス（クラリネッ
ト）のデューイ・レッドマンを加えた演奏を収めている。通称“アメリカン・カルテット”と
呼ばれることになる4人のメンバーによるプレイ。全6曲がキースのオリジナルで占めら
れていて、エレクトリック・マイルスからの影響を感じさせる〈モーゲイジ・オン・マイ・ソ
ウル〉をはじめ、キースならではの多彩なバンド・カラーが耳にできる。

ゲイリー・バートンとキース・ジャレット。冒険心を持ちながらも、本質的にはロマンティ
ストであるふたつの個性が見事な融和をみせている素晴らしいアルバムである。とくに

“ムーンチャイルド／イン・ユア・クワイエット・プレイス”は、どこまでも限りなくロマン
が広がってゆくような美しい演奏。この曲をはじめ、すべてのトラックが豊かな詩情あふ
れるものばかりで、彼らのナイーブな音楽性にたっぷりと浸ることができる。

ジェリー・マリガンを迎えたデイヴ・ブルーベック・カルテットが71年、“ニューポート・ジャ
ズ・フェスティヴァル”で繰りひろげた白熱のステージ。この直後に会場に入れなかった
客が、柵を破って乱入。フェスティヴァルは即刻中止になっただけでなく、ニューポート
での開催は不可能になってしまった。そんな異様な空気の中で繰りひろげられた大熱演。
ニューポート・フェスの歴史の最後を飾った貴重なドキュメントでもある。

ジャズ・ピアノを芸術にまで昇華させ、揺るぎない地位を確立したキースがアト
ランティックに残した初リーダー作。キースの原点が凝縮されたファン必聴盤。

キース1971年の大傑作。ジョニ・ミッチェルの名曲「オール・アイ・ウォント」のカ
ヴァーも新鮮。フリーの語法や、サックス＆打楽器を大胆に取り入れ新たな可能性を
追求する。

『誕生』と対をなす、もうひとつの名盤。おなじみのトリオにデューイ・レッドマンを加
えたアメリカン・カルテットで新たな世界を構築したキース1971年録音の意欲作。

ご存じチック・コリアが錚々たる顔ぶれで録音した記念すべきデビュー・
アルバム。若き新主流派ピアニストとしての才能を遺憾なく発揮。

チャールス・ロイド・カルテットでの新鮮な響きで注目を集めた新鋭ピアニスト
による永遠のロングセラー。軽やかなフォーク・ロック路線のピアノ・トリオ。

トリオの『流星』、カルテットの『エル・ジュイシオ』と同時期、1971年7月のマラソン・
セッションで生まれた傑作。アメリカン・カルテットで新たな世界を模索した名盤。

現代ジャズ界の巨匠2人がまだ初々しい若者だった頃の共演盤。60年代、前衛ジャ
ズの洗礼を受けた彼らはロックやカントリーとの融合をめざし、ここに聴かれる斬新
なポップ・サウンドの創出に成功した。

1971年7月のニューポート・ジャズ祭に出演した際に収録されたライヴ名盤。ロッ
ク全盛の時代、ジャズ・ミュージシャンの気骨をもって信念を貫き通したエキサイティ
ングな演奏が痛快。

WPCR-29257� [VORTEX]

キース・ジャレット『人生の二つの扉』
Aリス ボン・ストン プ ／ Bラヴ No.1／ Cラヴ 
No.2／Dエヴリシング・アイ・ラヴ／Eマーゴッ
ト／Fロング・タイム・ゴーン／G人生の二つの扉／
Hチャーチ・ドリームズ

キース・ジャレット（p）、チャーリー・ヘイデン（b）、ポール・モチアン（ds）

【録音】1967年5月4日

WPCR-29259� [ATLANTIC]

キース・ジャレット『流星』
A曲折の人生／Bインタールード NO.3／Cスタ
ンディング・アウトサイド／D生きるものの挽歌／
Eインタールード NO.1／Fトラスト／Gオール・
アイ・ウォント／H君の面影／I流星／Jインター
ルード NO.2／Kシンパシー
キース・ジャレット（p, tenor recorder, ss, steel-ds, cga）、チャーリー・ヘイ
デン（b, steel-ds）、ポール・モチアン（ds, steel-ds, cga）

【録音】1971年7月8日、9日、16日　ニューヨーク

WPCR-29261� [ATLANTIC]

キース・ジャレット『エル・ジュイシオ』
Aジプシー・モス／Bトール・ロード／Cパードン・
マイ・ラグス／Dプリ・ジャッジメント・アトモスフェ
ア／Eエル・ジュイシオ／Fピース・フォー・オーネッ
ト（L.V.）／Gピース・フォー・オーネット（S.V.）
キース・ジャレット（p, ss, fl）、デューイ・レッドマン（ts）、チャーリー・ヘイデン（b）、
ポール・モチアン（ds）

【録音】1971年7月8日、9日、15日、16日　ニューヨーク

WPCR-29263� [VORTEX]

チック・コリア『トーンズ・フォー・ジョーンズ・ボーンズ』
Aライザ／Bジス・イズ・ニュー／Cトーンズ・フォー・
ジョーンズ・ボーンズ／Dストレイト・アップ・アンド・
ダウン
チック・コリア（p）、ジョー・ファレル（ts, fl）、ウディ・ショウ（tp）、スティーヴ・ス
ワロウ（b）、ジョー・チェンバース（ds）

【録音】1966年11月30日、12月1日

WPCR-29258� [VORTEX]

キース・ジャレット・トリオ『サムホエア・ビフォー』
Aマイ・バック・ペイジ／Bプリティ・バラッド／Cムー
ヴィング・スーン／Dサムホエア・ビフォー／Eニュー・
ラグ／Fモーメント・フォー・ティアーズ／Gパウツ・
オーヴァー／H君に捧ぐ／Iオールド・ラグ
キース・ジャレット（p）、チャーリー・ヘイデン（b）、ポール・モチアン（ds）

【録音】CDEF1968年10月30日　ロサンゼルス『シェリーズ・マン・ホール』
でのライヴ／ABGHI1968年10月31日　ロサンゼルス『シェリーズ・マン・
ホール』でのライヴ

WPCR-29260� [ATLANTIC]

キース・ジャレット『誕生』
A誕生／Bモーゲイジ・オン・マイ・ソウル／Cスピ
リット／Dマーキングス／Eフォーゲット・ユア・メ
モリーズ／Fリモース
キース・ジャレット（p, ss, steel-ds, recorder, vo, banjo）、デューイ・レッ
ドマン（ts, Chinese musette, bells, vo, perc, cl）、チャーリー・ヘイデ
ン（b, cga, clappers, steel-ds）、ポール・モチアン（ds, steel-ds, bells, 
miscellaneous perc）

【録音】1971年7月15日、16日　ニューヨーク

WPCR-29262� [ATLANTIC]

キース・ジャレット＆ゲイリー・バートン
Aグロウ・ユア・オウン／Bムーンチャイルド／イン・
ユア・クワイエット・プレイス／Cコモ・エン・ベトナ
ム／Dフォーチュン・スマイルズ／Eザ・レイヴン・
スピークス
キース・ジャレット（p, el-p, ss）、ゲイリー・バートン（vib）、サム・ブラウン（g）、
スティーヴ・スワロウ（b）、ビル・グッドウィン（ds）

【録音】1970年7月23日　ニューヨーク

WPCR-29264� [ATLANTIC]

デイヴ・ブルーベック『ザ・ラスト・セット・アット・ニューポート』
Aノーマン・オコナー神父による紹介／Bブルース・
フォー・ニューポート／Cテイク・ファイヴ／Dオー
プン・ザ・ゲイツ（アウト・オブ・ザ・ウェイ・オブ・ザ・ピー
プル）
デイヴ・ブルーベック（p）、ジェリー・マリガン（bs）、ジャック・シックス（b）、アラ
ン・ドーソン（ds）

【録音】1971年7月3日　ロードアイランド州ニューポート「ニューポート・ジャズ・
フェスティヴァル」でのライヴ
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コニッツやブラクストンとの珍しい共演が話題を集めた、
70年代を代表する人気盤。後半のスタンダード・メドレーも必聴。

ポール・デスモンドやジェリー・マリガンとのコンビを解散したあと、デイヴ・ブルーベッ
クがアルトのリー・コニッツやアンソニー・ブラクストンを迎えて吹き込んだ興味深いア
ルバム。クール派のコニッツはもとより、前衛派のブラクストンを迎えての〈イン・ユア・
オウン・スウィート・ウェイ〉〈オール・ザ・シングス・ユー・アー〉は、ファンならずとも聴き
逃せない。トリオによる〈ジミー・ヴァン・ヒューゼン・メドレー〉も美しい。

“ブラジル66”を率いて〈マシュ・ケ・ナダ〉の大ヒットを放つセルジオ・メンデス。その2年
前に吹き込まれた本アルバムでは、メンデスがジャズ的なセンスをもったピアニストと
しての個性を十二分に発揮して、スマートなタッチを披露している。アメリカ側からフィ
ル・ウッズやアート・ファーマーらも参加。8曲にカルロス・ジョビンが参加してギターを
弾いている。大ブレイクを目前にしたメンデスのピュアな姿が耳にできる傑作。

ジャズ、ロック、フォークと、あらゆる音楽に目を見開いていたバートンが69年、アトラン
ティックと契約を結んで吹き込んだ第一弾。タイトル曲〈鼓動〉（Throb）は、斬新な作風で
知られるマイケル・ギブスが書いた抒情美あふれるナンバー。この曲をはじめ、ギブスの
オリジナルが4曲とスティーヴ・スワロウの作品が3曲。若きバートンのナイーブな感性
と大胆な冒険スピリットが混然一体になって、陶酔の世界へと誘ってくれる。

ゲイリー・バートンが演じるヴィブラフォンによるソロ・パフォーマンス。71年の“モント
ルー・ジャズ・フェスティヴァル”のステージからの3曲と、スタジオで自身のキーボード
をオーヴァーダビングした演奏が4曲。キース・ジャレットによって書かれた〈ムーンチャ
イルド～イン・ユア・クヮイエット ･ プレイス〉や、スティーヴ・スワロウの〈ハロー、ボリ
ナス〉など、4本マレットを駆使した美しい響きから限りないロマンが広がってゆく。

ジョージ・ウェインの肝入りで72年、デイヴ・ブルーベックのもとに再結集したデスモン
ドとマリガン。豪華な顔ぶれでおこなわれたヨーロッパ・ツアーのステージでの演奏を収
めている。さすが大ベテランだけあって、デスモンドもマリガンもそれぞれのペースで存
分に実力を発揮。余裕さえ感じさせるプレイが、とても心地よい。ブルーベック作〈真実〉
の自由な展開。15分を超す〈テイク・ファイヴ〉など、充実のライヴの模様が耳にできる。

“ブラジル’66”で大ブレイクするセルジオ・メンデスが、その前年にサンフランシスコのク
ラブ“エル・マタドール”で繰りひろげたお洒落なステージ。派手ではないものの“これぞ
ボサ・ノヴァ”というべき、洗練された演奏ぶりを耳にすることができる。〈黒いオルフェ
のメドレー〉をはじめとする人気曲を収録。ピアノ、ギター、ヴォーカルにリズムというシ
ンプルな編成によって奏でられる音楽は、まさにボサ・ノヴァのエッセンスそのものだ。

ロック・ミュージックへも大胆なアプローチをみせていったゲイリー・バートン。そんな
彼のアグレッシヴな方向性が、3人のギタリストを従えたこのアルバムにはよく表れてい
る。サイケデリックなムードをもつ〈ヴィブラフィンガー〉や、心躍るリズミックなノリの〈ボ
ストン・マラソン〉といったオリジナルも楽しいが、最大の聴きものはギル・エヴァンスの
名作〈ラス・ヴェガス・タンゴ〉の、ゲイリー・バートン・ヴァージョンだろう。

自身のバンドを率いての2度目の来日になるゲイリー・バートン、71年6月の東京サンケ
イホールでのコンサートの模様を収めている。ベースにトニー・レヴィンが参加した新し
いカルテット。マイケル・ギブス作〈バレー〉〈第三の日〉などのほか、デューク・エリントン
作〈アフリカン・フラワー〉のラテン・ロック風アレンジが面白い。わが国のみでリリース
された、ゲイリー・バートンの貴重なアルバムである。

アトランティックにおける記念すべきデビュー・アルバム。アントニオ・カルロス・ジョ
ビンのサポートも得て、奏でられるボサ・ノヴァの名曲。ピアニストとしての力量が
十二分に発揮され、その才能を広く知らしめた1966年作品。

ロックやカントリーと、ジャズを融合させた電化サウンドを打ち出したゲイリー・バー
トンのアトランティック移籍第1弾。電気ヴァイオリンや多重録音を駆使し、ポップで
スピリチュアルな世界を築き上げる。

ジャズ・ヴァイブの名手バートンが、ピアノやオルガンも駆使して壮大な演奏を繰り
広げた名盤。1971年のモントルー・ジャズ祭でのライヴ録音とスタジオ録音をカッ
プリング。

1967年にカルテットを解散したブルーベックが、デスモンドと5年ぶりの再会を
果たした1972年のライヴ名盤。人気曲「テイク・ファイヴ」は15分を超える熱演。

ボサ・ノヴァの理想型といわれた人気ユニットが1964年、サンフランシスコのナイ
トクラブに出演した際のライヴを収録した貴重盤。名歌手ワンダ・ジ・サーを含むこ
のユニットは翌年解散、生のステージを記録したのは本作のみ。

歪みの効いたギターやロックやファンクのビートを大胆に取り入れたゲイリー・バー
トン1969年の意欲作。きたるべきフュージョン〜クロスオーヴァー時代の到来を予
言したようなサウンドはいまなお新鮮。

1971年6月の来日時にサンケイホールで開催された
深夜のコンサートの模様を収録した日本のみで流通した幻のライヴ。

WPCR-29265� [ATLANTIC]

デイヴ・ブルーベック『オール・ザ・シングス・ウィ・アー』
Aライク・サムワン・イン・ラヴ／Bイン・ユア・オウン・スウィー
ト・ウェイ／Cオール・ザ・シングス・ユー・アー／Dジミー・
ヴァン・ヒューゼン・メドレー［a.ディープ・イン・ア・ドリーム
〜b.ライク・サムワン・イン・ラヴ〜c.ヒアズ・ザット・レイニー・
デイ〜d.ポルカ・ドッツ・アンド・ムーンビームズ〜e.イット・
クッド・ハプン・トゥ・ユー］／Eドント・ゲット・アラウンド・マッ
チ・エニモア
デイヴ・ブルーベック（p）、リー・コニッツ（as ACE）、アンソニー・ブラクストン（as 
BC）、ジャック・シックス（b A-D）、ロイ・ヘインズ（ds A-C）、アラン・ドーソン（ds D）

【録音】D1973年7月17日　ニューヨーク／ABCE1974年10月3日　ニューヨーク

WPCR-29267� [ATLANTIC]

セルジオ・メンデス 『スウィンガー・フロム・リオ・フィーチャリング・アントニオ・カルロス・ジョビン』
Aマリア・モイタ／Bサンビーニャ・ボサ・ノヴァ／
Cバチーダ・ヂフェレンチ／Dソ・ダンソ・サンバ／
Eパウ・ブラジル／Fイパネマの娘／G無意味な
風景／H夢見る人／Iプリマヴェーラ／Jコンソ
ラサォン／Kファヴェーラ
セルジオ・メンデス（p）、フィル・ウッズ（as ADH）、アート・ファーマー（flh BFG）、ヒュー
バート・ロウズ（fl CEIK）、アントニオ・カルロス・ジョビン（g ABDFGHIK）、チャ
オ・ネト（b）、チコ・デ・ソーザ（ds）

【録音】BFG1964年12月7日　ニューヨーク／ADH1964年12月8日　ニュー
ヨーク／CEIJK1964年12月9日　ニューヨーク

WPCR-29269� [ATLANTIC]

ゲイリー・バートン『鼓動』
Aヘニガー・フラッツ／Bターン・オブ・ザ・センチュ
リー／Cチキンズ／Dアライズ、ハー・アイズ／Eプ
ライム・タイム／F鼓動／Gドゥイン・ザ・ピッグ／
Hトリプル・ポートレイト／Iサム・エコーズ
ゲイリー・バートン（vib, p, el-p）、ジェリー・ハーン（g）、リチャード・グリーン

（el-vln）、スティーヴ・スワロウ（b, el-b）、ビル・グッドウィン（ds）

【録音】1969年6月2日、3日、5日　ニューヨーク

WPCR-29271� [ATLANTIC]

ゲイリー・バートン『アローン・アット・ラスト』
Aムーンチャイルド／イン・ユア・クヮイエット・プレ
イス／Bグリーン・マウンテンズ／アライズ、ハー・
アイズ／Cサンセット・ベル／Dハンド・バッグとグ
ラッド・ラグス／Eハロー、ボリナス／Fモジョ将
軍の戦略／Gノー・モア・ブルース
ゲイリー・バートン（vib, org, p, el-p）

【録音】1971年6月19日　モントルー・ジャズ・フェスティヴァルでのライヴ／
1971年9月7日　ニューヨーク、アトランティック・レコーディング・スタジオ

WPCR-29266� [ATLANTIC]

デイヴ・ブルーベック〜ジェリー・マリガン〜ポール・デスモンド
『ウィアー・オール・トゥゲザー・アゲイン・フォー・ザ・ファースト・タイム』
A真実／Bアンフィニッシュド・ウーマン／Cコト・
ソング／Dテイク・ファイヴ／Eロッテルダム・ブルー
ス／Fスウィート・ジョージア・ブラウン
デイヴ・ブルーベック（p）、ポール・デスモンド（as A-E）、ジェリー・マリガン（bs 
ABDE）、ジャック・シックス（b A-E）、アラン・ドーソン（ds A-E）

【録音】C1972年10月26日　フランス、パリ「オリンピア劇場」でのライヴ
EF1972年10月28日　オランダ、ロッテルダム「デ・ドーレン」でのライヴ
ABD1972年11月4日　ドイツ、ベルリン「フィルハーモニー」でのライヴ

WPCR-29268� [ATLANTIC]

セルジオ・メンデス＆ブラジル’６５『エル・マタドールのセルジオ・メンデスとブラジル’６５』
A祈り／B丘／C宇宙飛行士のサンバ／D私を哀れ
んでおくれ／Eジョデル／Fジョゼのサンバ／Gノア・
ノア／H黒いオルフェのメドレー［a）カーニバルの朝〜b）
オルフェのバトゥーキ〜c）オルフェのサンバ〜d）フェリ
シダージ］／I地引き網／J戻ってこないで／K家路
セルジオ・メンデス＆ブラジル’65：セルジオ・メンデス（p）、セバスチアン・ネット

（b）、パウリーニョ・マガリャイス（perc）、チコ・バテラ（ds）ロジーニャ・ジ・ヴァ
レンサ（g）、ワンダ・ジ・サー（vo）

【録音】1964年12月10日　サンフランシスコ「エル・マタドール」でのライヴ

WPCR-29270� [ATLANTIC]

ゲイリー・バートン『グッド・ヴァイブス』
Aヴィブラフィンガー／Bラス・ヴェガス・タンゴ／
Cボストン・マラソン／Dペイン・イン・マイ・ハート／
Eリロイ・ザ・マジシャン／Fアイ・ネヴァー・ラヴド・
ア・マン（ザ・ウェイ・アイ・ラヴ・ユー）
ゲイリー・バートン（vib, el-vib）、サム・ブラウン（g）、ジェリー・ハーン（g）、エリッ
ク・ゲイル（g）、リチャード・ティー（p, org）、スティーヴ・スワロウ（b, el-b）、チャッ
ク・レイニー（el-b）、ビル・ラヴォルグナ（ds, perc）、バーナード“プリティ”パー
ディ（ds, perc）

【録音】1969年9月2日、3日、4日／1970年3月11日

WPCR-29272� [ATLANTIC]

ゲイリー・バートン『ライヴ・イン・トーキョウ』
Aバレー／B第三の日／Cサンセット・ベル／
Dグリーン・マウンテン／Eアフリカン・フラワー／
Fポーツマスの情景
ゲイリー・バートン（vib）、サム・ブラウン（g）、トニー・レヴィン（el-b）、ビル・グッ
ドウィン（ds）

【録音】1971年6月12日　東京『サンケイホール』でのライヴ

ゲイリー・バートンのバンドがパリを訪れた際に、同地のベテラン・ヴァイオリン奏者、ステ
ファン・グラッペリと共演した、心温まる美しいアルバム。世代も年齢も離れているとはいえ、
お互いの音楽を敬愛し合うふたりは一瞬にして意気投合。まさに一体になって、素晴らしい
サウンドが生み出されている。〈スウィート・レイン〉などから立ち込める抒情とともに、ロマ
ンの香りをいっぱいに含んだ〈ブルー・イン・グリーン〉の美しい響きも強く印象にのこる。

60年代にジャズ・ヴァイブの世界に新風を送り込んでいったロイ・エアーズ。そんなエアー
ズによる、コンテンポラリーな時代感覚あふれる一作である。エアーズとハービー・ハン
コックを中心にしたカルテットを軸に、弦や木管楽器のアンサンブルが、いっそうカラフ
ルな色彩を加えてゆく。アントニオ・カルロス・ジョビンやバート・バカラック、ローラ・ニー
ロなど、モダンなポップ曲を中心にエアーズが斬新な響きで聴かせている。

「ソウル・ミーティング」と対をなすミルト・ジャクソンとレイ・チャールズの共演盤。ブルージー
なミルト・ジャクソンに対して、レイもファンキーな魅力をいっぱいにふりまいてゆく。曲によっ
てミルトが持ち替えるピアノやレイのアルト・サックスも、余技の域を超えた本格的なもの。そ
の名のとおりのミルトのオリジナル〈ソウル・ブラザーズ〉、ルロイ・カーによるブルースの古典〈ハ
ウ・ロング・ブルース〉をはじめ、リラックスした雰囲気がよく伝わってくる演奏ばかりである。

ジャズでもクラシックでもない第3の流れ“サード・ストリーム・ミュージック”を提唱し
ていったジョン・ルイス。そんなルイスが自身の MJQ とともに、意欲的なアプローチをお
こなってみせたアルバムである。MJQ とジミー・ジュフリー 3の共演による2曲。そして
ボザール弦楽四重奏団を加えてのアブストラクトな〈会話〉。難解とされたこれらの演奏
が、今日の耳にむしろシンプルな美しさをもって響いてくるのも興味深い。

新進ヴァイブ奏者として注目をあつめていた頃のエアーズがアトランティックに吹き込
んだ、このレーベルからの第2作。ローラ・ニーロが書いたタイトル曲をはじめ、ジョビン
によるボサ・ノヴァの名曲〈波〉や、スティーヴィー・ワンダーが大ヒットさせた〈フォー・
ワンス・イン・マイ・ライフ〉など、幅広いレパートリーがとりあげられている。カラフルな
サウンドに染め上げてゆくエアーズのセンスがよく出ている傑作アルバム。

西海岸を拠点に活動をおこなって、エキゾティシズムあふれるサウンドをふりまいていっ
たヴァイブ奏者のボビー・モンテス。ここではラテン・ジャズの響きとともに、モンテスな
らではのアフロ回帰を意識したような作品も含まれているのが聴きどころ。そんなモン
テスの6曲のオリジナルのほか、さわやかな〈スピーク・ロウ〉〈サマータイム〉などもとり
あげている。ジュビリー・レーベルに吹き込まれた、とてもレアな一枚である。

心に染みわたるようなヴィブラフォーンの美しい響き。タイトルどおり、ロマンティック
なバラード・プレイに焦点が当てられた本アルバムに、ミルト・ジャクソンの真価が発揮
されているのは言うまでもない。そんなミルトのハートフルなヴァイブ・プレイを、木管
楽器やストリングスを加えたバックが優しく包み込む。全10曲中7曲のアレンジを、若き
クインシー・ジョーンズがおこなっているのも注目に価しよう。

クラシックのオーケストラとの共演をつうじて、自身の表現領域を拡大していったジョン・
ルイス。そんなルイスの主宰する MJQ が、オーケストラと共演している興味深い一作であ
る。ガンサー・シュラーが作曲した実験的な大作〈ジャズ・カルテットとオーケストラのため
の協奏曲〉とともに、クリスマス・キャロルのメロディーをルイスがアレンジした〈イングラ
ンドのキャロル〉の“ウィズ・ストリングス・ヴァージョン”の美しい響きが忘れられない。

アトランティックの人気ヴァイブ奏者バートンと、ジャンゴとの共演でも知られるジャズ・
ヴァイオリンの最高峰グラッペリの邂逅を捉えた人気盤。グラッペリの故郷であり、バー
トンにとっては異郷の地のパリで、洗練された味わい深い演奏をたっぷり聴かせる。

ミルト・ジャクソンに通じるブルース・フィーリングと、カミソリのような切れ
味を誇るロイ・エアーズの最高傑作。ハービー・ハンコックの参加も貴重。

ソウルフルなプレイで一世を風靡したアトランティックの看板アーティスト2人によ
る夢の共演。シンプルなブルースを題材に、両者による魂の交歓はまさに感動的。

ジョン・ルイスがガンサー・シュラーと組んで「ジャズの未来」を模索し
た歴史的秀作。

クロスオーヴァー・ソウル・ヴァイブ・プレイヤー！ ハービー・マンとの共演やクロスオー
ヴァー〜フュージョン・シーンで崇高な音楽性を誇ったロイ・エアーズの最高傑作。

クラブDJやレア・グルーヴ系ファンの間で絶大な支持を獲得したラテン・ジャズの秀作。
西海岸出身のヴィブラフォン奏者が50年代後半にジュビリーに残したダンサブルな名盤。

名盤『バラッズ＆ブルース』と対をなすジャクソンのバラード傑作。豪華オーケスト
ラをバックに、瑞々しいヴァイブの音色にフォーカスを当てた人気盤。スロー・ナン
バーが中心で深夜のBGMとしても楽しめる。

ジョン・ルイスとガンサー・シュラーが中心になって推進したサード・ストリーム・
ミュージック。ドイツのオーケストラとの共演による演奏を披露した異色の名盤。

WPCR-29273� [ATLANTIC]

ゲイリー・バートン＆ステファン・グラッペリ『パリのめぐり逢い』
Aダフネ／Bブルー・イン・グリーン／Cフォーリン
グ・グレイス／Dヒアズ・ザット・レイニー・デイ／Eコ
ケット／Fスウィート・レイン／G夜は千の眼をも
つ／Hアルペジ／Iアイダーダウン
ゲイリー・バートン（vib）、ステファン・グラッペリ（vln）、スティーヴ・スワロウ

（el-b）、ビル・グッドウィン（ds）

【録音】1969年11月4日　フランス、パリ

WPCR-29275� [ATLANTIC]

ロイ・エアーズ『ダディ・バグ』
Aダディ・バグ／Bボニータ／Cジス・ガイズ・イン・
ラヴ・ウィズ・ユー／Dアイ・ラヴ・ユー・ミッシェル／
Eシャドウズ／Fエミー／Gルック・トゥ・ザ・スカイ／
Hイット・クッド・オンリー・ハプン・ウィズ・ユー
ロイ・エアーズ（vib）、ヒューバート・ロウズ（fl）、ハービー・ハンコック（p）、ソニー・
シャーロック（g）、ロン・カーター（b）、バスター・ウィリアムス（b）、ミッキー・ロー
カー（ds）、フレディ・ウエイツ（ds）、ブルーノ・カー（ds）、ウィリアム・フィッシャー

（arr）

【録音】1969年3月11日、5月12日　ニューヨーク

WPCR-29277� [ATLANTIC]

ミルト・ジャクソン＆レイ・チャールズ『ソウル・ブラザーズ』
Aソウル・ブラザーズ／Bハウ・ロング・ブルース／
Cコズミック・レイ／Dブルー・ファンク／Eディード・
アイ・ドゥ
ミルト・ジャクソン（vib BCDE, p AB, g）、レイ・チャールズ（p BCDE, 
as AB）、ビリー・ミッチェル（ts）、スキーター・ベスト（g）、オスカー・ペティフォー
ド（b）、コニー・ケイ（ds）

【録音】1957年9月12日　ニューヨーク

WPCR-29279� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『サード・ストリーム・ミュージック』
Aダ・カーポ／Bフィーネ／Cエクスポージャー／
Dスケッチ／E会話
AB:ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）、ジミー・ジュフリー（cl, ts）、ジム・ホール（g）、ラルフ・ペーニャ（bA）
DE:ジョン・ルイス（p, condD）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コ
ニー・ケイ（ds）、ボザール弦楽四重奏団［ジェラルド・タラック、アラン・マーティン（vln）、
カール・エバール（viola）、ジョー・タクラ（cello）］、ガンサー・シュラー（condE）
C:ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ（ds）、ビル・
マッコル（cl）、ロバート・ディ・ドメニカ（fl）、マニー・ジーグラー（bassoon）、ポール・イングラ
ハム（fhr）、ジョー・テクラ（cello）、ベティ・グラマン（harp）、ガンサー・シュラー（arr, cond）

【録音】AB1957年8月24日　マサチューセッツ州レノックス『ミュージック・イン』での
ライヴ／DE1959年9月23日　ニューヨーク／C1960年1月15日　ニューヨーク

WPCR-29274� [ATLANTIC]

ロイ・エアーズ『ストーンド・ソウル・ピクニック』
Aローズ・フォー・シンディー／Bストーンド・ソウル・
ピクニック／C波／Dフォー・ワンス・イン・マイ・ラ
イフ／Eリルズ・パラダイス／Fホワット・ザ・ピー
プル・セイ
ロイ・エアーズ（vib）、ゲイリー・バーツ（as）、チャールス・トリヴァー（tp, flh, 
arr）、ヒューバート・ロウズ（fl）、ハービー・ハンコック（p）、ロン・カーター（b）、
ミロスラフ・ヴィトウス（b）、グラディ・テイト（ds）

【録音】1968年6月20日

WPCR-29276� [JUBILEE]

ボビー・モンテス『ジャングル・ファンタスティック！』
Aアフリカン・ファンタジー／Bチャンゴ／Cジャ
ングル・サンセット／Dコン・チキ／Eスウィンギン
グ・アット・ザ“M”／Fスピーク・ロウ／Gキャリオ
カ／Hチャ・チャ・チャ・ポル・ニューヨーク／Iサマー
タイム
ボビー・モンテス（vib, p）、カルロス・オルテガ・アヴェラール（vib, p）、ジミー・
バエズ（b）、ミゲル・グティエレス（timbales）、ルイス・ミランダ（cga）、コーラ
ス他不明

【録音】1958年　ロサンゼルス（推定）

WPCR-29278� [ATLANTIC]

ミルト・ジャクソン『ザ・バラード・アーティストリー・オブ・ミルト・ジャクソン』
Aザ・シリンダー／Bメイキン・ウーピー／Cアローン・トゥ
ギャザー／Dテンダリー／Eドント・ウォリー・バウト・ミー／
F雲／Gディープ・イン・ア・ドリーム／Hアイム・ア・フール・
トゥ・ウォント・ユー／I真夜中の太陽は沈まず／J明日
ミルト・ジャクソン（vib）、ミルト・ヒントン（b）、ビル・クロウ（b）、ドン・ハモンド（a-
fl, fl）、ハリー・ルーコフスキー（vln）、ジミー・ジョーンズ（p, arr）、ロメオ・ペンク

（reeds）、チャック・ウェイン（g）、バリー・ガルブレイス（g）、コニー・ケイ（ds）他
クインシー・ジョーンズ（arr, cond）

【 録音 】FGIJ1959年5月1日　ニューヨーク／DEH1959年9月1日　
ニューヨーク／ABC1959年9月10日　ニューヨーク

WPCR-29280� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット＆オーケストラ
Aアラウンド・ザ・ブルース／Bディヴェルティメント

（嬉遊曲）／Cイングランドのキャロル／〈ジャズ・
カルテットとオーケストラのための協奏曲〉D第1
楽章／E第2楽章（パッサカリア）／F第3楽章
ジョン・ルイス（p）、ミルト・ジャクソン（vib）、パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ

（ds）、シンフォニー・オーケストラ、ガンサー・シュラー（condAC-F）、ウェル
ナー・ハイダー（condB）

【録音】BC1960年6月3日　シュトゥットガルト／ADEF1960年6月4日　
シュトゥットガルト

国内初CD化



ジャズ・ギターの名手スミスが、当時のレギュラー・バンドを率いて、こよなく愛す
る名作曲家の楽曲を取り上げた初期代表作。おなじみの名曲がずらりと並ぶ。

ジョニー・スミスのギターが綴りあげる美しいメロディーの世界。フランク・シナトラが
こよなく愛したといわれる名作曲家、ジミー・ヴァン・ヒューゼンの作品が、デリカシーあ
ふれるハーモニーの響きとともに、ひときわロマンティックに奏でられてゆく。〈バット・
ビューティフル〉や〈ポルカ・ドッツ・アンド・ムーンビームス〉をはじめとするヴァン・ヒュー
ゼンの優雅な世界があますところなく表現された、スミスの傑作アルバム。

ジャズでは珍しいハーモニカ奏者としてトップ・クラスの実力と人気を誇っていたトゥー
ツ・シールマンスが59年秋、シグネチュアに吹き込んだ貴重なアルバムである。〈ミスティ〉
に漂う、あふれんばかりの情感。〈ユー・アー・マイ・サンシャイン〉や〈コンファメーション〉
などでは、ハーモニカとギターを巧みに演じ分けてゆく。バックでレイ・ブライアントが
ファンキーなピアノ・タッチを繰りひろげるのも聴きものになっている。

60年代の半ばにローランド・カークがアトランティックからリリースした最初の作品である。
さまざまな管を吹くタイトル曲〈ヒア・カムズ・ザ・ホイッスルマン〉をはじめ、R&B的なフィー
リングを押し出してゆく〈ルーツ〉、そしてベーシスト、メイジャー・ホリーのハミングも楽し
い〈イエスタデイズ〉など、どれも一筋縄ではゆかないカークならではの個性的なサウンドが
楽しめる。さらにスケールの大きな芸風を確立していったカークの聴きごたえある一作。

70年代に入って、さらに壮大なブラック・ミュージックを創造していったローランド・カー
ク。そんな彼のスケール・アップしてゆく姿が、よくとらえられているアルバムである。偉大
なジャズの求道者たちに敬意を表して捧げられた、組曲風の〈ザ・シーカー〉。他の演奏は“ヴィ
レッジ・ヴァンガード”で収録されたもので、複数の管楽器の同時プレイによる〈サテン・ドー
ル〉や、無伴奏ソロでのスタンダード曲メドレーなど、興味深いトラックが並んでいる。

“ウェザー・リポート”にオリジナル・メンバーとして参加するミロスラフ・ヴィトウスが、
バンド結成の1年前に録音した意欲あふれるリーダー作。躍動的な〈フリーダム・ジャズ・
ダンス〉をはじめ、全編にわたってヴィトウスの奔放なベース・プレイがフィーチュアさ
れる。ハンコック、マクラフリン以下、時代を切り開いてゆく精鋭が一堂に会しているの
も素晴らしい。未知へと突き進んでゆくヴィトウスの、熱い気迫にあふれた名盤。

ジャズ・ファンだけでなくロック・ファンからの支持も得て、時代の寵児になっていたチャー
ルス・ロイドのカルテット。ロックの殿堂、サンフランシスコの“フィルモア・オーディト
リアム”の聴衆を熱狂させたロイド・グループの生き生きとした姿が、アルバムにはスト
レートにとらえられている。キース・ジャレットの参加を含め、音楽的にも多面的なカラー
をもっていたロイド・カルテットの特異な方向性がよく伝わってくる1枚である。

演奏時間が20分近くにも及ぶ大作「エクスパンションズ」。ストリングスやアリスのハー
プまで加えた大編成アンサンブルは、エリントン～ミンガスを思わせるどろどろしたサウ
ンドをもつもので、カークをはじめペッパー・アダムスらのソロが炸裂する。他の小品と呼
べる演奏も、強烈なカークの個性に塗りたくられているものばかり。伝統に立脚しながら
も、唯一無二の個性をふりまいてゆくカークのプレイに酔うことのできる一作である。

シカゴにあった有名なジャズ・クラブ“ロンドン・ハウス”に出演していたタイリー・グレ
ン・セクステットの演奏。ミュートを使って温かくヒューマンなサウンドを生み出してゆ
くグレンならではのハッピーな個性が、くつろいだ雰囲気の中によく発揮されている。ピ
アノのハンク・ジョーンズやギタリスト、メアリー・オズボーンの参加も魅力。グレンがヴァ
イブを弾いているのが、もうひとつの聴きものになっている。

94歳で他界したハーモニカの名手がレイ・ブライアントのトリオをバックに、さわ
やかな演奏を聴かせたソウルフルな人気盤。曲によってギターや口笛が楽しめるの
も魅力。

専属契約の前、単発で残されたアトランティック第1弾。
スタジオ・ライヴで、ソウルフルな演奏がたっぷり楽しめる。

「黒人音楽としてのジャズ」を全面的に打ち出した鬼才カークの意欲作。前半は17
分を超える組曲、後半は名門ジャズ・クラブでのライヴで、有名スタンダードのメド
レーなどが聴かれる。

マクラフリンやハンコック、ディジョネット、ヘンダーソンとともに、70年代ジャズの
方向性を示唆した豊潤なサウンドが展開される。60年代ジャズを集大成した金字塔
のひとつ。

『ラヴ・イン』と同時期・同場所での収録。ジャレット、ディジョネットを含むレギュラー・
カルテットでコルトレーンの影響を受けた東洋的な楽想やフルートのエキゾチック
なサウンドを披露する。

ストリングス・セクションとの共演が新鮮な効果を生み出したカークの人気盤。
前半は長尺の組曲、後半はジャズ・オリジナルの名曲に新たな生命を吹き込む。

人間味溢れる演奏で知られるトロンボーン奏者が豪華コンボで録音した中間派ジャ
ズの隠れ名盤。３曲でヴァイブ演奏も披露、ハンク・ジョーンズの珠玉のタッチも絶品
の１枚。

WPCR-29281� [ROOST]

ジョニー・スミス・プレイズ・ジミー・ヴァン・ヒューゼン
Aバット・ビューティフル／Bスウィンギング・オン・ア・
スター／Cアイ・クッド・ハヴ・トールド・ユー／Dイッ
ト・クッド・ハプン・トゥ・ユー／Eオー・ユー・クレイジー・
ムーン／Fアイ・ソート・アバウト・ユー／Gディー
プ・イン・ア・ドリーム／Hソー・ヘルプ・ミー／Iナ
ンシー／Jポルカ・ドッツ・アンド・ムーンビームス／
Kダーン・ザット・ドリーム／Lイマジネイション
ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p）、ジョージ・ルーマニ（b）、ジェリー・シーガル（ds）

【録音】1955年9月25日　ニューヨーク

WPCR-29283� [PARLOPHONE]

トゥーツ・シールマンス＆レイ・ブライアント・トリオ『ザ・ソウル・オブ・トゥーツ・シールマンス』
Aユー・アー・マイ・サンシャイン／B雲／Cファイ
ヴ・オクロック・ホイッスル／Dソウル／Eロンサム・
ロード／Fミスティ／Gコンファメーション／H日
曜日の子供は退屈／Iブラザー・ジョン
トゥーツ・シールマンス（hca ACDFGH, g ABEGI, whistling I）、レ
イ・ブライアント（p）、トミー・ブライアント（b）、オリヴァー・ジャクソン（ds）

【録音】1959年10〜11月　ニューヨーク

WPCR-29285� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『ヒア・カムズ・ザ・ホイッスルマン』
Aルーツ／Bローランド・カークの曲紹介〜ヒア・カ
ムズ・ザ・ホイッスルマン／Cローランド・カークの
曲紹介〜月に願いを／Dメイキング・ラヴ・アフター・
アワーズ／Eイエスタデイズ／Fアルミニウム・ベ
イビー／Gステップ・ライト・アップ
ローランド・カーク（tsA-D, asG, flDE, nose-flB, manzelloDF, stritchD）、
ジャッキー・バイアード（pACF）、ロニー・スミス（pBDEG）、メイジャー・ホリー

（b）、チャールズ・クロスビー（ds）

【録音】1965年3月14日　ニューヨーク

WPCR-29287� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『ラサーン・ラサーン』
Aザ・シーカー［I. ブラック・クラシカル・ラップ〜II. ザ・シーカー
〜III. サンキュー、バード〜IV. ニューオリンズ］／Bサテン・
ドール／Cイントロダクション／Dメドレー［a）センチメンタル・
ジャーニー〜b）家路〜c）イン・モニュメント〜d）ラヴァー］／
Eスウィート・ファイアー／Fイントロダクション／Gベイビー・
レット・ミー・シェイク・ユア・トゥリー
ローランド・カーク（fl, ts, manzello, stritch, cl etc.）、ハワード・ジョンソン（tu）、ディック・グリフィン（tb）、
リロイ・ジェンキンス（vln）、ロン・バートン（p）、ソネリアス・スミス（celeste,p）、ヴァーノン・マーティン

（b）、ジェームス・マディソン（ds）、アルヴェルン・バン（cga）、ジョー・テクシドール（tamb, sound tree）
【録音】A1970年5月11日　ニューヨーク／B-G 1970年5月12日　ニューヨーク
『ヴィレッジ・ヴァンガード』でのライヴ

WPCR-29282� [EMBRYO]

ミロスラフ・ヴィトウス『限りなき探求』
Aフリーダム・ジャズ・ダンス／Bマウンテン・イン・
ザ・クラウズ／C顔色が悪くなる時／D限りなき探
求／Eテル・ヒム・オン・ユー／Fエピローグ／［オ
リジナルLP未収録曲］Gチェレチカ
ミロスラフ・ヴィトウス（b）、ジョー・ヘンダーソン（ts AEG）、ハービー・ハンコッ
ク（el-p AC-G）、ジョン・マクラフリン（g AC-G）、ジャック・ディジョネット（ds 
A-E）、ジョー・チェンバース（ds FG）

【録音】1969年10月8日　ニューヨーク、A&Rレコーディング・スタジオ

WPCR-29284� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド・カルテット『ジャーニー・ウィズィン』
Aジャーニー・ウィズィン／Bラヴ No.3／Cメン
フィス・グリーン／Dロンサム・チャイルド［a）ソン
グ〜b）ダンス］
チャールス・ロイド（ts, fl）、キース・ジャレット（p, ssD）、ロン・マクルーア（b）、
ジャック・ディジョネット（ds）

【録音】1967年1月27日　サンフランシスコ『フィルモア・オーディトリアム』で
のライヴ

WPCR-29286� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『レフト＆ライト』
Aブラック・ミステリー・ハズ・ビーン・リヴィールド／Bエ
クスパンションズ／Cレディーズ・ブルース／DIX ラヴ／
Eホット・チャ／Fクインテッセンス／Gアイ・ウェイテド・
フォー・ユー／Hア・フラワー・イズ・ア・ラヴサム・シング
ローランド・カーク（manzello, stritch, fl, cl, ts, celeste, org, thumb-p, tape 
mixing, narrator, strings arr）、フランク・ウェス（woodwinds）、ジュリアス・ワト
キンス（frh, strings）、ジェームズ・バフィントン（frh, strings）、ロン・バートン（p）、
ヴァーノン・マーティン（b）、ジミー・ホップス（ds）、アリス・コルトレーン（harp）、ベ
ニー・パウエル（b-tb）、ディック・グリフィン（tb）、リチャード・ウィリアムス（tp）、ペッ
パー・アダムス（bs）、ダニエル・ジョーンズ（bassoon）、ロイ・ヘインズ（ds）他

【録音】D-F1968年6月17日　ニューヨーク／A-CGH1968年6月18日　ニューヨーク

WPCR-29288� [ROULETTE]

タイリー・グレン・アット・ザ・ロンドン・ハウス・イン・シカゴ
Aバイ・アンド・バイ・ホエン・モーニング・カムズ／Bオン・ジ・
アラモ／Cロンサム・ロード／Dサヴォイでストンプ／Eサ
ム・アザー・スプリング／Fウェイクロス・ウォーク／Gマッ
ク・ザ・ナイフ／Hティル・ゼア・ワズ・ユー／Iアヴァロン／
Jラーン・トゥ・クルーン／Kブルー・ルー／Lインディアナ
タイリー・グレン（tb, vib DIK）、ハロルド“ショーティ”ベイカー（tp 
CFHKL）、ハンク・ジョーンズ（p, celeste J）、メアリー・オズボーン（g）、
ミルト・ヒントン（b）、ジョー・ジョーンズ（ds）

【録音】1961年　シカゴ

デューク・エリントンが縦横にペンをふるい、エキゾティックな魅力あふれるサウンドを
描き出した「アフロ・ボッサ」。エリントンの大きな特徴である“ジャングル・サウンド”的
なエギゾティズムをさらに推し進めるとともに、中南米のカラーを加味して、いっそうカ
ラフルなサウンドが生み出されてゆく。むせかえるように濃密なハーモニーとソロイス
ト達の名人芸。60年代初期のエリントン楽団を代表する傑作アルバムである。

ウォルト・ディズニー制作になる人気ミュージカル映画「メリー・ポピンズ」をジャズ化し
たデューク・エリントン楽団の名盤。おなじみの〈チム・チム・チェリー〉をはじめ、すべての
曲で、エリントンのカラーが強烈に出ているのは言うまでもない。〈スーパーカリフラジリ
スティックエクスピアリドーシャス〉は、ポール・ゴンザルヴェスのショウケース。単にミュー
ジカルのジャズ化ということでなく、個性豊かなサウンドに塗りたくられている傑作。

〈ブルーレディに紅いバラ〉や〈酒とバラの日々〉〈愛さずにはいられない〉〈ムーン・リ
ヴァー〉など、ポップスの大ヒット曲ばかりを、デューク・エリントンが個性的なビッグ・
バンド・アレンジで楽しく聴かせてくれる。ジョニー・ホッジスやポール・ゴンザルヴェス
をはじめとする名エリントニアンたちも大活躍。ビートルズの名曲〈オール・マイ・ラヴィ
ング〉〈抱きしめたい〉の凝ったビッグ・バンド・アレンジも聴きものになっている。

ジャズの故郷、ニューオリンズに思いを寄せたこの組曲は、デューク・エリントンによって
70年“ニューオリンズ・ジャズ＆ヘリテッジ・フェスティヴァル”に出演したときに書かれて
いる。ルイ・アームストロングやシドニー・ベシェなど、初期のジャズの巨人たちに敬愛の気
持ちを示すとともに、あくまでもユニークなエリントンによるサウンド絵巻が繰りひろげ
られてゆくのが、じつに素晴らしい。後期のデューク・エリントンを代表する大傑作である。

デューク・エリントンが自身の楽団とシンフォニー・オーケストラのために書いたスコア
を、ヨーロッパ巡業中に現地のオーケストラと録音したアルバム。55年に書き上げていた
という〈夜の生物〉、ツアー中に作曲した〈ラ・スカラ…〉、そしてエリントン・ファンにはお
なじみの旧作〈ハーレム〉などが演奏される。クラシックのオーケストラまでも、まるで自
分の楽器のように操ってゆくあたりに、エリントンの偉大さがあらためて感じられる。

デューク・エリントン楽団が演奏するポップ・ソングや映画音楽などのヒット曲の数々。エ
リントン芸術の本流をゆくものではなかったものの、どの演奏でもキラ星のごときメン
バーたちの個性的なソロがフィーチャーされて聴き手を魅了する。おなじみのメロディー
を彩るソロイストたちの名人芸の数々。どんなにコマーシャルな狙いをもつ作品であって
も強烈なエリントン・カラーに塗り込めてしまうあたりは、やはりさすがというしかない。

デューク・エリントンは65年、バンドとして初のカリブ海諸島への演奏ツアーをおこなっ
た。そのときの印象が、全部で4つのパートからなる〈ヴァージン・アイランド組曲〉として
まとめられている。陽気なカリブ海の空気をたくみに描写してみせるエリントン。他にも
新曲やブルースにまじって、往時からの人気ナンバーのニュー・ヴァージョンが含まれる。
デューク・エリントンのリプリーズ吹き込みの最後を飾った大傑作アルバムである。

デューク・エリントン楽団が、スウィング時代の名バンドのテーマ曲ばかりを独自のアレ
ンジで聴かせている。ビッグ・バンドの歴史を華麗に彩ってきたキラ星のようなヒット・
メロディーが、オリジナルの甘美な雰囲気をのこしながらも、あくまで意匠を凝らしたエ
リントン・サウンドで演じられてゆくのがポイント。本CDにはボーナス・トラックとして、
さらに11曲のバンド・テーマの演奏が追加収録されているのが嬉しい。

全12編から構成されたエキゾティックな組曲でアフリカ音楽やラテン・リズムを融
合したサウンドは圧巻。ジョン・コルトレーンとの共演盤で有名な名曲「パープル・ガ
ゼル（アンジェリカ）」も収録。

アカデミー賞５部門を受賞した人気ディズニー映画の音楽に取り組んだ
人気盤。ブラックなアンサンブルとソロが、ポップな曲想と見事に融合。

バーブラ・ストライサンド、ヘンリー・マンシーニの映画音楽、アンディ・ウィリアム
スのヒット曲を、エリントン流のビッグ・バンドで聴かせたジャジーでポップなカ
ヴァー集。

1970年、ニューオリンズ・ジャズ＆ヘリテッジ祭の主催者と同市から委嘱され
たエリントン晩年の傑作。ジャズ界の神様がジャズ誕生の地にみせた敬意がここ
に凝縮。

全作品中、最大のスケールを誇るといわれる傑作。
欧州各地を代表する名門交響楽団と繰り広げた演奏は、まさに圧巻。

ベイシーの人気盤と対をなす人気作。当時、大きな話題を集めた映画音楽やヒットし
たミュージカル音楽を題材に、シンプルでわかりやすい演奏が大衆に支持された。

1965年4月、カリブ海に浮かぶヴァージン諸島を訪れたエリントンが、その時に見
聞した印象を絵画的な音で綴ったスタジオ録音で、4部構成の表題組曲が圧巻! リ
プリーズ時代のエリントンを代表する傑作。

エリントンが1962年、グレン・ミラー、ハリー・ジェームス、トミー・ドーシー、キャブ・キャロウェ
イ、ジミー・ランスフォード、チャーリー・バーネット、チック・ウェッブなど有名人気バンドのヒッ
ト曲ばかり取り上げた好企画盤。ジャズ初心者にも親しみやすい内容で定評ある1枚。

WPCR-29289� [REPRISE]

デューク・エリントン『アフロ・ボッサ』
Aアフロ・ボッサ／Bパープル・ガゼル／Cアブサ
ン／Dムーンバウ／Eセンプレ・アモーレ／Fシル
ク・レース／Gタイグリス／Hアンジュ／Iヴォリュ
プテ／Jボンガ／Kピラミッド／L8th ヴェイル
デューク・エリントン（p）、キャット・アンダーソン（tp, perc）、ロイ・バロウズ（tp, perc）、クー
ティ・ウィリアムス（tp, perc）、レイ・ナンス（cor, vln）、ローレンス・ブラウン（tb）、バスター・
クーパー（tb）、チャック・コナーズ（b-tb）、ラッセル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッジス

（as）、ジミー・ハミルトン（cl, ts）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ハリー・カーネイ（bs, cl, 
b-cl）、ビリー・ストレイホーン（p, perc）、アーニー・シェパード（b）、サム・ウッドヤード（ds）

【録音】I1962年11月29日／FK12月20日／J1963年１月4日／A-EGH1月
５日　ニューヨーク／L 不明

WPCR-29291� [REPRISE]

デューク・エリントン『メリー・ポピンズ』
Aお砂糖ひとさじで／Bチム・チム・チェリー／C2ペン
スを鳩に／Dタコをあげよう／E眠らないで／F笑う
のが大好き／G楽しい休日／H古い鎖をたち切って／
I理想の乳母さん／J踊ろう、調子よく／K私のくらし／
Lスーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス
デューク・エリントン（p）、キャット・アンダーソン（tp）、ナット・ウッダード（tp）、クーティ・ウィリアムス（tp）、
ハーブ・ジョーンズ（tp）、ローレンス・ブラウン（tb）、バスター・クーパー（tb）、チャック・コナーズ（tb）、ラッセ
ル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッジス（as）、ジミー・ハミルトン（cl, ts）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、
ハリー・カーネイ（bs）、ジョン・ラム（b）、サム・ウッドヤード（ds）、ビリー・ストレイホーン（associate arr）

【録音】1964年9月6、8、9日　シカゴ

WPCR-29293� [REPRISE]

デューク・エリントン『エリントン’６６』
Aブルーレディに紅いバラ／Bシャレード／Cピープ
ル／Dオール・マイ・ラヴィング／Eア・ビューティフル・
フレンドシップ／F抱きしめたい／G酒とバラの日々／
H愛さずにはいられない／Iザ・グッド・ライフ／Jサ
テン・ドール／Kムーン・リヴァー／Lエリントン’66
デューク・エリントン（p）、クーティ・ウィリアムス（tp）、キャット・アンダーソン（tp）、
ローレンス・ブラウン（tb）、ジミー・ハミルトン（cl, ts）、ジョニー・ホッジス（as）
ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ハリー・カーネイ（bs, cl, b-cl）他

【録音】BCHI1964年5月19日　ニューヨーク／DGJK1965年1月19
日　ニューヨーク／AEFL1965年1月21日　ニューヨーク

WPCR-29295� [ATLANTIC]

デューク・エリントン『ニューオリンズ組曲』
Aブルース・フォー・ニューオリンズ／Bバーボン・ストリート・
ジングリング・ジョリーズ／Cルイ・アームストロングの肖像／
D美しいデルタへの讃歌／Eウェルマン・ブロードの肖像／Fセ
カンド・ライン／Gシドニー・ベシェの肖像／Hアリストクラシー・
ア・ラ・ジャン・ラフィット／Iマへリア・ジャクソンの肖像
デューク・エリントン（p）、クーティ・ウィリアムス、キャット・アンダーソン（tp）、マニー・ジョンソン、マーサー・
エリントン、アル・ルービン、フレッド・ストーン（tp, flh）、ブーツィー・ウッド、ジュリアン・プリースター（tb）、
デイヴ・テイラー、チャック・コナーズ（b-tb）、ラッセル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッジス（as）、ノリ
ス・ターネイ（as, cl, fl）、ハロルド・アシュビー（ts, cl）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ハリー・カーネイ（bs, 
cl, b-cl）、ワイルド・ビル・デイヴィス（org）、ジョー・ベンジャミン（b）、ルーファス・ジョーンズ（ds）

【録音】1970年4月27日、5月13日

WPCR-29290� [REPRISE]

デューク・エリントン『シンフォニック・エリントン』
A夜の生物（第1楽章）／B夜の生物（第2楽章）／C夜の生物

（第3楽章）／Dノン・ヴァイオレント・インテグレーション／Eラ・
スカラ、シー・トゥー・プリティ・トゥ・ビー・ブルー／Fハーレム
デューク・エリントン（cond, p）、キャット・アンダーソン（tp）、ロイ・バロウズ（tp）、クー
ティ・ウィリアムス（tp）、レイ・ナンス（cor, vln）、ローレンス・ブラウン（tb）、バスター・
クーパー（tb）、チャック・コナーズ（b-tb）、ラッセル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッ
ジス（as）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ジミー・ハミルトン（ts, cl）、ハリー・カーネイ

（bs, b-cl）、アーニー・シェパード（b）、サム・ウッドヤード（ds） 他

【録音】AB1963年2月8日　スウェーデン、ソルナ・スンドビベリ／D1963年2月14
日　ドイツ、ハンブルク／E1963年2月21日　イタリア、ミラノ／CF1963年1月
31日　フランス、パリ

WPCR-29292� [REPRISE]

デューク・エリントン『エリントン’65』
Aハロー・ドーリー！／Bコール・ミー・イレスポンシブル／Cフ
ライ・ミー・トゥ・ザ・ムーン／Dソー・リトル・タイム／Eダンケ・
シェーン／Fモア（映画『世界残酷物語』のテーマ）／Gセ
カンド・タイム・アラウンド／H日曜はダメよ／I想い出のサ
ンフランシスコ／J風に吹かれて／K白い渚のブルース
デューク・エリントン（p）、キャット・アンダーソン、ロルフ・エリクソン、クーティ・ウィリアムス、ハービー・
ジョーンズ（tp）、ローレンス・ブラウン、バスター・クーパー、チャック・コナーズ（tb）、ジミー・ハミルトン

（ts, cl）、ラッセル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッジス（as）、ポール・ゴンザルヴェス（ts）、ハリー・
カーネイ（bs）、メイジャー・ホリー（b）、サム・ウッドヤード（ds）、ビリー・ストレイホーン（associate arr）

【録音】BGHJ1964年4月15日　ニューヨーク／CDFK1964年4月16日　
ニューヨーク／AEI1964年4月27日　ニューヨーク

WPCR-29294� [REPRISE]

デューク・エリントン『ヴァージン・アイランド組曲』
〈ヴァージン・アイランド組曲〉Aアイランド・ヴァージン／
Bヴァージン・ジャングル／Cフィドラー・オン・ザ・ディドル／
Dジャングル・キティ　E昔はよかったね／Fビッグ・ファッ
ト・アリスのブルース／Gチェルシー・ブリッジ／Hジ・オー
プナー／Iミステリアス・チック／Jベアフット・ストンパー／
Kフェイド・アップ［トゥーティ・フォー・クーティ］
デューク・エリントン（p）、クーティ・ウィリアムス、キャット・アンダーソン（tp）、レイ・ナン
ス（tp, vln）、ローレンス・ブラウン、バスター・クーパー（tb）、ジョニー・ホッジス（as）、
ポール・ゴンザルヴェス（ts）他

【録音】GHK1965年3月4日　ニューヨーク／DE1965年3月17日　ニューヨー
ク／ABCFIJ1965年4月14日　ニューヨーク

WPCR-29296� [ATLANTIC]

デューク・エリントン『リコレクションズ・オブ・ザ・ビッグ・バンド・エラ』
Aミニー・ザ・ムーチャー／B踊る人のために／C淋しい町／Dチェロキー／E真夜中の
太陽は沈まず／Fレッツ・ゲット・トゥゲザー／Gセンチになって／Hチャント・オブ・ザ・ウィード／
Iチリビリビン／Jコントラスツ／Kクリストファー・コロンブス／L蛍の光／［オリジナル
LP未収録曲］Mタキシード・ジャンクション／Nスモーク・リングス／Oアーティストリー・イン・
リズム／Pザ・ワルツ・ユー・セイヴド・フォー・ミー／Qウッドチョッパーズ・ボール／Rセンチ
メンタル・ジャーニー／Sホエン・イッツ・スリーピー・タイム・ダウン・サウス／Tワン・オクロッ
ク・ジャンプ／Uグッド・バイ／Vスリープ、スリープ、スリープ／Wラプソディ・イン・ブルー
キャット・アンダーソン、ロイ・バロウズ、エディ・プレストン、クーティ・ウィリアムス（tp）、レイ・ナンス（tp, vln, vcl）、ローレンス・ブラウン、チャッ
ク・コナーズ、バスター・クーパー（tb）、ジミー・ハミルトン（cl, ts）、ラッセル・プロコープ（as, cl）、ジョニー・ホッジス（as）、ポール・ゴンザルヴェス

（ts）、ハリー・カーネイ（bs, cl, b-cl）、デューク・エリントン（p）、ビリー・ストレイホーン（p）、アーニー・シェパード（b）、サム・ウッドヤード（ds）他

【録音】1962年11月、12月／1963年1月

国内初CD化

国内初CD化



ジャズ界の名ヴァイオリン奏者とオーケストラの共演が楽しい。
パリで録音された未発表音源発掘盤。

デューク・エリントン楽団63年のヨーロッパ・ツアー時に、パリで制作されたアルバム。バ
ンドのメンバーだったトランペッターのレイ・ナンスは、しばしばヴァイオリンでも素晴
らしいプレイをおこなってみせた。これはナンスにステファン・グラッペリ、スヴェンド・
アスムッセンというふたりのヴァイオリン奏者を加え、メンバーたちがサポートすると
いう楽しい企画の作品。エリントンの着眼の素晴らしさに感心させられる1枚でもある。

しっとりした情感あふれる歌声を聴かせるジェリ・サザーンが、人気ギタリストのジョ
ニー・スミス・カルテットをバックに歌っている。バラードが中心で、〈ミュージック、マエ
ストロ、プリーズ〉〈アングレートフル・ハート〉をはじめ、比較的地味ながら珠玉のメロ
ディーをもった作品が多く選ばれている。ジェリ・サザーンの歌声とソフトなジョニー・
スミスの歌声が美しいブレンドをみせる、とびきりロマンティックな一枚である。

ソウルフルな歌声を聴かせて人気を得ていったデラ・リースが、黒人教会で歌われていた
ゴスペル・ソングや古くから伝わるニグロ・スピリチュアルズ（黒人霊歌）ばかりをとり上
げて歌っている。タイトル曲〈エーメン！〉は、オーティス・レディングでも知られるゴスペ
ルの名作。バックにメディテーション・シンガーズを従えて歌うデラ・リースの歌唱は、ま
さに貫録もの。多くの人々を感動させずにはおかない迫力をもってせまってくる。

イギリスのヴォーカル界の名花だったローズマリー・スクワイアーズが63年、HMV レー
ベルに吹き込んだ貴重な一枚。素直な表現が持ち味で、曲のもっているフィーリングをよ
く生かしながらジャジーに歌いこなしてゆくのは、まさに天性のものと言ってよいだろ
う。〈キャリオカ〉〈ゲット・アウト・オブ・タウン〉のようなミュージカル曲から珍しいナン
バーまで、スマートに歌いこなしてみせるところに、とても好感がもてる。

クールなスタイルで知られる美人歌手が、ルースト・レーベルを代表するギターの
名手が率いるレギュラー・バンドをバックに歌った滋味あふれるヴォーカル名盤。

ジュビリーの人気歌手デラが、アーネスティン・ランドレス率いるコーラス・ユニット
をフィーチャー、黒人霊歌やゴスペルに真正面から挑戦した異色の名盤。デトロイト
の伝統を感じさせる迫力満点の歌が素晴らしい快作。

マニアの間で“赤のロージー”と呼ばれる英国出身歌手の最高傑作が熱烈なリクエ
ストに応えて待望の再登場！ 終盤の〈クレイジー・ヒー・コールズ・ミー〉は、ビリー・ホ
リデイに迫るバラードの名唱。

WPCR-29297� [ATLANTIC]

デューク・エリントン『ジャズ・ヴァイオリン・セッション』
AA列車で行こう／Bイン・ア・センチメンタル・ムード／Cド
ント・ゲット・アラウンド・マッチ・エニモア／Dデイ・ドリーム／
Eコットン・テイル／Fプリティ・リトル・ワン／Gトリッキーズ・
リックス／Hブルース・インＣ／Iストリング・アロング・ウィズ・
ストリングス／Jリンボ・ジャズ／Kフィーリング・オブ・ジャズ
デューク・エリントン（pA-EG-K）、ビリー・ストレイホーン（pFI）、ステファン・
グラッペリ（vln）、レイ・ナンス（vln）、スヴェンド・アスムッセン（viola）、アーニー・
シェパード（b）、サム・ウッドヤード（ds）、ラッセル・プロコープ（asF-K）、ポー
ル・ゴンザルヴェス（tsF-K）、バスター・クーパー（tbF-K）

【録音】1963年2月22日　パリ

WPCR-29299�  歌詞付 [ROULETTE]

ジェリ・サザーン・ミーツ・ジョニー・スミス
Aミュージック、マエストロ、プリーズ／Bロビンス・アンド・ローゼズ／
Cウィズアウト・ア・ワード・オブ・ウォーニング／Dアングレートフル・ハー
ト／Eザ・シングス・アイ・ラヴ／Fホエア・オア・ホエン／Gアンティル・
ザ・リアル・シング・カムズ・アロング／Hシェイク・ダウン・ザ・スターズ／
Iハヴ・ユー・フォーゴトゥン・ソー・スーン／Jホエン・ザ・サン・カムズ・
アウト／Kロマンティックじゃない／Lトゥー・スリーピー・ピープル
ジェリ・サザーン（vo）、ジョニー・スミス（g）、ボブ・パンコースト（p, celeste）、ジョー
ジ・ルーマニ（b）、マウジー・アレキサンダー（ds）

【録音】1958年5月19、22日　ニューヨーク

WPCR-29298�  歌詞付 [JUBILEE]

デラ・リース『エーメン！』
Aエーメン！／Bジーザス・ウィル・アンサー・ユア・プレ
イヤー／Cラスト・マイル・オブ・ザ・ウェイ／D誰も知ら
ない私の悩み／Eロック・ア・マイ・ソウル／Fハード・
トゥ・ゲット・アロング／Gアップ・アバヴ・マイ・ヘッド・アイ・
ヒア・ミュージック・イン・ジ・エアー／Hアイ・ノウ・ザ・ロー
ド・ハズ・レイド・ヒズ・ハンド・オン・ミー／Iジーザス
デラ・リース（vo）、カーク・スチュワート（p）、エモリー・ラドフォード（org）、アーネスティン・
ランドレス、ローラ・リー・ランドレス、デリリアン・プライス、メアリー・ウォーターズ（chorus）

【録音】1958年　デトロイト

WPCR-29300�  歌詞付 [PARLOPHONE]

ローズマリー・スクワイアーズ『エヴリシングス・カミング・アップ・ロージー』
Aキャリオカ／Bストリート・オブ・ドリームス／Cオー
ル・ユー・ウォント・トゥ・ドゥ・イズ・ダンス／Dスモー
キー・アイズ／Eゲット・アウト・オブ・タウン／F木の
葉の子守唄／Gデイ・イン、デイ・アウト／Hアイ・ポ
アード・マイ・ハート・イントゥ・ア・ソング／Iジョーン
ズ嬢に会ったかい？／Jクレイジー・ヒー・コールズ・
ミー／Kミスター・スノー／Lテスズ・トーチ・ソング
ローズマリー・スクワイアーズ（vo）他

【録音】1962〜63年　ロンドン

WPCR-29309� [ATLANTIC]

オーネット・コールマン『ジス・イズ・アワ・ミュージック』
Aブルース・コノテイション／Bビューティ・イズ・
ア・レア・シング／Cカレイドスコープ／Dエンブレ
イサブル・ユー／Eポイズ／Fハンプティ・ダンプ
ティ／Gフォーク・テイル
オーネット・コールマン（as）、ドン・チェリー（pocket-tp）、チャーリー・ヘイデン

（b）、エド・ブラックウェル（ds）

【録音】ACDF1960年7月19日　ニューヨーク／BEG1960年8月2日　
ニューヨーク

スイスの“モントルー・ジャズ・フェスティヴァル”でのマイルスのステージを収録した本
作が、彼のラスト・アルバムとなってしまった。ここでは“過去を振り返らなかった男”マ
イルスが、40年にわたる自身の歴史を見つめなおしている。盟友だったギル・エヴァンス
のアレンジで吹き込んだヒストリカルな演奏の数々を再演してみせたライヴ・ステージ。
そんなギルのスコアを指揮するのはクインシー・ジョーンズである。

ほぼ10年ぶりに古巣のアトランティックへ戻ったミンガスの、メンバーを一新したクイ
ンテットによる演奏。ジョージ・アダムス、ドン・プーレンという強力メンバーにくわえ、
ドラマーのダニー・リッチモンドも復帰。往時の“ジャズ・ワークショップ”を思わせる充
実したサウンドが耳にできる。悲しみに彩られた〈カノン〉、あの“直立猿人”を思わせる

〈オーパス3〉〈オーパス4〉など、ミンガス・ファン必聴の演奏が並んでいる。

「ジャズ来るべきもの」で衝撃的なニューヨーク・デビューを飾ったオーネット・コールマ
ン。さまざまな論議をよそに、自己の大胆な表現を貫きとおしていったオーネットのゆる
ぎない信念のようなものが「ジス・イズ・アワ・ミュージック」というタイトルからも強烈
に感じとれる。抽象画のようなオリジナルのほか、パーカーの名演で知られるスタンダー
ド曲〈エンブレイサブル・ユー〉がとりあげられているのも、じつに興味深い。

世を去る2 ～ 3年前におこなった未発表ライヴ音源の中から、ベストと呼べるパフォーマ
ンスをまとめた96年のリリース・アルバム。晩年のマイルスの代表的なレパートリーが網
羅されているだけでなく、マイルスの最後のステージになった“ハリウッド・ボウル”での
演奏からも〈ハンニバル〉が収録されている。最後まで鮮烈な輝きを失うことのなかった
マイルスのミュート・トランペットの響きが、大きな感動を誘う必聴の名演である。

「ジャズ来るべきもの」によって、ジャズ界に大きな衝撃を与えていったオーネット・コー
ルマン。そんなオーネットのアトランティックからの第2弾で、メロディー、ハーモニー、
リズムのすべてに新しい概念をとり入れたオーネットの考えがグループの隅々にまで投
映されている。大胆な〈世紀の転換〉や〈フリー〉、伝統を感じさせる〈ランブリン〉、〈バード・
フード〉など、さまざまタイプの作品が収められている傑作アルバム。

未発表のままになっていたオーネットのアトランティック時代の演奏をあつめたもので、
1970年になってリリースされたアルバム。伝統とフリーの融合が試みられた〈ビ・バップ
の伝説〉や、ラファロのベース・ワークも強力な〈錬金術師スコット・ラファロ〉、そしてテナー
を吹く〈ハーレムズ・マンハッタン〉などの興味深いトラックを含め、アトランティック時
代のオーネット・コールマンの流れを俯瞰することのできる作品である。

欧州の名門ジャズ祭25周年を記念して実現した帝王、最後の勇姿。大舞台ならで
はの圧倒的なスケールで、自らの音楽人生を振り返り、集大成した記念碑的名盤。

古巣への復帰第1弾。次世代の逸材を迎え、新たな胎動を予感させた
1973年の意欲作。

ジャズ界に衝撃を与えたコールマン＝チェリーのカルテット。フリー・ジャズ宣言
ともいうべき新しいコンセプトを広くアピールしたアトランティックの人気盤。

1988年から91年にかけての、世界各地のライヴ音源から、名演を
厳選した決定盤。晩年のステージの様子を知る上でも貴重な作品。

『ジャズ来るべきもの』に続いて発表したアトランティック第２弾。
古典的名曲揃いでいずれも今なお色褪せぬ名演。

オリジナルLP発売時には時間の関係で収録されなかった貴重な名
演を集めた拾遺集。

WPCR-29301� [WARNER.BROS]

マイルス・デイヴィス＆クインシー・ジョーンズ『ライヴ・アット・モントルー』
A（クロード・ノブスとクインシー・ジョーンズによるイントロダクション）／
Bバップリシティ／C（「マイルス・アヘッド」メドレーのイントロダクション）／
Dスプリングスヴィル／Eカディスの乙女／Fデューク／Gマイ・シップ／
Hマイルス・アヘッド／Iブルース・フォー・パブロ／J（「ポーギーとベス」
メドレーのイントロダクション）／Kオルゴン／Lゴーン、ゴーン、ゴーン／
Mサマータイム／Nハニーマン／Oパン・パイパー／Pソレア
マイルス・デイヴィス（tp）、クインシー・ジョーンズ（cond）、ケニー・ギャレット（as）、
ウォレス・ルーニー（tp, flh）、ルー・ソロフ、マイルス・エヴァンス（tp）、ジョージ・アダム
ス（ts, fl）、ギル・ゴールドスタイン（key）、グラディ・テイト（ds）他

【録音】1991年7月8日　スイス『モントルー・ジャズ・フェスティヴァル』でのライヴ

WPCR-29307� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『ミンガス・ムーヴス』
Aカノン／Bオーパス 4／Cムーヴス／Dウィー／
Eフラワーズ・フォー・ア・レディ／Fニューカマー／
Gオーパス 3［オリジナルLP未収録曲］Hビッグ・ア
リス／Iザ・コール
チャールス・ミンガス（b）、ロナルド・ハンプトン（tp）、ジョージ・アダムス（ts, 
fl）、ドン・プーレン（p, org）、ダニー・リッチモンド（ds）、ハニー・ゴードン、ダグ・
ハモンド（voC）、サイ・ジョンソン（arrD）

【録音】A1973年10月29日　ニューヨーク／B-I1973年10月30日、31
日　ニューヨーク

WPCR-29302� [WARNER.BROS]

マイルス・デイヴィス『ライヴ・アラウンド・ザ・ワールド』
Aイン・ア・サイレント・ウェイ／Bイントルーダー／Cニュー・
ブルース／Dヒューマン・ネイチャー／Eミスター・パスト
リアス／Fアマンドラ／Gリンクル／HＴＵＴＵ／Iフル・
ネルソン／Jタイム・アフター・タイム／Kハンニバル
マイルス・デイヴィス（tp, key）、ケニー・ギャレット（as, fl）、リック・マーギッツァ（ts）、アダム・ホル
ツマン、ロバート・アーヴィングⅢ、ジョーイ・デフランセスコ、ケイ赤城、ジョン・ビーズリー、デロン・
ジョンソン（key）、フォーリー、ベニー・リートヴェルド、リチャード・パターソン（b）、リッキー・ウェル
マン（ds）、マリリン・マズール、ムニュンゴ・ジャクソン（perc）、イーリン・デイヴィス（el-perc）

【録音】1988年8月〜1991年8月　大阪、ロサンゼルス、オーストリア、ニューヨー
ク、フランス、シカゴ、ローマ、スイス

WPCR-29308� [ATLANTIC]

オーネット・コールマン『世紀の転換』
Aランブリン／Bフリー／Cザ・フェイス・オブ・ザ・
ベース／Dフォアランナー／Eバード・フード／Fウ
ナ・ムイ・ボニータ／G世紀の転換
オーネット・コールマン（as）、ドン・チェリー（pocket-tp）、チャーリー・ヘイデン

（b）、ビリー・ヒギンス（ds）

【録音】1959年10月8日　ハリウッド

WPCR-29310� [ATLANTIC]

オーネット・コールマン『即興詩人の芸術』
Aサークル・ウィズ・ア・ホール・イン・ザ・ミドル／Bジャ
スト・フォー・ユー／Cフィフス・オブ・ベートーヴェン／
D錬金術師スコット・ラファロ／E月の住人／Fビ・
バップの伝説／Gハーレムズ・マンハッタン
オーネット・コールマン（asA-F, tsG）、ドン・チェリー（corAB, tpCEF, 
pocket-tpDG）、チャーリー・ヘイデン（bA-CEF）、スコット・ラファロ（bD）、ジ
ミー・ギャリソン（bG）、ビリー・ヒギンズ（dsAB）、エド・ブラックウェル（dsC-G）

【録音】A1959年10月8日　ハリウッド／B1959年5月22日　ハリウッド／
CEF1960年7月26日　ニューヨーク／D1961年1月31日　ニューヨー
ク／G1961年3月27日　ニューヨーク

第10弾（全 50タイトル）
2017 年7月26日発売
第10弾（全 50タイトル）
2017 年7月26日発売

最後のパートナー、マーカス・ミラーとの絶妙なコラボレイション。
スペインの郷愁を奏でた晩年の傑作。

WPCR-29305� [WARNER BROS.]

マイルス・デイヴィス＆ミシェル・ルグラン『ディンゴ』
Aキンバリー・トランペット／Bジ・アライヴァル／Cコンサート・オン・
ザ・ランウェイ／Dザ・デパーチュア／Eディンゴ・ハウル／Fレター・
アズ・ヒーロー／Gトランペット・クリーニング／Hザ・ドリーム／Iパ
リ・ウォーキング Ⅰ／Jパリ・ウォーキング Ⅱ／Kキンバリー・トランペッ
ト・イン・パリ／Lザ・ミュージック・ルーム／Mクラブ・エントランス／
Nザ・ジャム・セッション／Oゴーイング・ホーム／Pサプライズ！
マイルス・デイヴィス（tp, comp）、チャック・フィンドレー（tp）、ケニー・ギャレット

（sax）、ケイ赤城（key）、ミシェル・ルグラン（key, cond, arr, comp）、フォー
リー（b）、ハーヴィー・メイソン、アルフォンス・ムザーン（ds, perc）他

【録音】1990年3月上旬　ロサンゼルス

サントラを超えたマイルスによる、もうひとつの「スケッチ・オブ・スペイン」。マドンナの
ビデオを撮ったメアリー・ランバートが初監督、エレン・バーキンが主演した88年の映画

『シエスタ』のサウンドトラック・アルバム。音楽プロデュースをマーカス・ミラーが担当、
マイルスのプレイが全編にフィーチャーされている。幻想的な映画のイメージをさらに
かきたてるようなスパニッシュ・ムードあふれるマイルスのプレイが心に染み渡る。

マイルス・デイヴィスが俳優としても出演している映画「ディンゴ」のサウンドトラック
盤で、マイルスは全16曲中8曲でトランペットを吹いている。アレンジ、指揮をおこなっ
たミシェル・ルグランとは30年以上前に「ルグラン・ジャズ」で共演していて旧知の間柄。
そんなマイルスを意識して書かれた作品であるだけに、アルバム全体としても強烈なマ
イルス・カラーに覆われていて、彼の存在感がよく示されたものになっている。

南アフリカの言葉で“パワー”の意味をもっている「アマンドラ」。プロデュースをおこなっ
たマーカス・ミラーの作品が多くとりあげられて、ヴィヴィッドなバンド志向をもった演
奏が繰りひろげられてゆく。神秘的でさえあるタイトル曲や、どす黒いグルーヴをもった

〈ハンニバル〉、亡きベーシストに捧げられた〈ミスター・パストリアス〉と、どれもマイル
スのトランペット・サウンドがしみじみと胸にしみわたる演奏になっている。

ミンガスの名盤「道化師」と「オー・ヤー！」のセッションから、オリジナル LP には収録され
なかった演奏を収めたもので、1965年に LP リリースされている。演奏内容は上記アルバ
ム同様に素晴らしく、ミンガスらしいどろどろした情念がほとばしるタイトル曲や、ロー
ランド・カークが圧倒的なソロをとる〈‘オールド’ブルース・フォー・ウォルツ・トリン〉〈ペ
ギーズ・ブルー・スカイライト〉など、いまなお耳にして胸の熱くなる演奏ばかりである。

俳優としても出演した同名映画のサントラ盤。フランス音楽界の重鎮との久し
ぶりのコラボ。リード・トランペットをチャック・フィンドレーと吹き分けている。

バラード美学を追求した帝王、最後の傑作。マーカス・ミラーを筆頭に気鋭の若手を
迎え、ゴーゴーのリズムを取り入れるなど新境地を開拓。ラストの「ミスター・パスト
リアス」が泣かせる。

パワフルにしてメランコリック。『オー・ヤー！』と『道化師』のセッションでアウトテイ
クとされた音源で構成された拾遺集。ミンガスのサウンドは、たとえアウトテイクで
あっても、聴く者を圧倒してやまない大迫力を誇る。ローランド・カークも大熱演。

WPCR-29303� [WARNER.BROS]

マイルス・デイヴィス＆マーカス・ミラー『シエスタ』
Aロスト・イン・マドリッド（パートⅠ）／Bシエスタ〜キットの口
づけ〜ロスト・イン・マドリッド（パートⅡ）／Cオーガスティン
のテーマ〜風〜誘惑〜口づけ／D服従／Eロスト・イン・マドリッ
ド（パートⅢ）／Fコンチータ〜哀歌／Gロスト・イン・マドリッ
ド（パートⅣ）〜ラット・ダンス〜コール／Hクレア〜ロスト・イン・
マドリッド（パートⅤ）／Iアフターグロウ／Jロス・フェリス
マイルス・デイヴィス（tp）、ジョン・スコフィールド（gB）、アール・クルー（gH）、オ
マー・ハキム（dsB）、ジェームス・ウォーカー（flJ）、ジェイソン・マイルス（synth 
programming）、マーカス・ミラー（other inst.）

【録音】BC1987年1月　ニューヨーク／DEFI1987年1月〜3月　ニューヨーク／
AGHJ1987年3月　ノースハリウッド

WPCR-29304� [WARNER.BROS]

マイルス・デイヴィス『アマンドラ』
Aカテンベ／Bコブラ／Cビッグ・タイム／Dハンニバル／
Eジョ・ジョ／Fアマンドラ／Gジリィ／Hミスター・パストリアス
マイルス・デイヴィス（tp）、リック・マーギッツァ（ts）、ケニー・ギャレット（ss, 
as）、マーカス・ミラー（b, key, ds, g, b-cl, ss）、ジョージ・デューク（key, 
synclavier）、ジョーイ・デフランセスコ（key）、マイケル・ランドウ、フォーリー、ジャ
ン・ポール・ブレリー、ビリー“スペースマン”パターソン（g）、ジョー・サンプル（p）、
リッキー・ウェルマン、オマー・ハキム、アル・フォスター（ds）、ジョン・ビッガム

（ds-programming, g, key）、ジェイソン・マイルス（synth programming）、
ドン・アライアス、ミノ・シネル、ポウリーニョ・ダ・コスタ、バシリ・ジョンソン（perc）

【録音】ACDEF1988年12月下旬　ニューヨーク（推定）／BGH 1989
年上旬　ニューヨーク（推定）

WPCR-29306� [ATLANTIC]

チャールス・ミンガス『トゥナイト・アット・ヌーン』
Aトゥナイト・アット・ヌーン／Bインヴィジブル・レ
イディ／C‘オールド’ブルース・フォー・ウォルツ・ト
リン／Dペギーズ・ブルー・スカイライト／Eパッショ
ンズ・オブ・ア・ウーマン・ラヴド
チャールス・ミンガス（b, p）、ジミー・ネッパー（tb）、シャフィ・ハディ（as）、ロー
ランド・カーク（saxes）、ブッカー・アーヴィン（ts）、ウェイド・レギー（p）、ダグ・
ワトキンス（b）、ダニー・リッチモンド（ds）

【録音】1957年3月12日／1961年11月6日

国内初CD化



ご存じミルト・ジャクソンが人気盤『オパス・デ・ジャズ』で共演したフランク・ウェス
と、J. J.ジョンソンのグループで頭角を現していたベルギー出身の名手ボビー・
ジャスパーを迎えた1957年の人気盤。

“ヴィブラフォーンの魔術師”ミルト・ジャクソンが、フルート奏者のフランク・ウェスと
一緒に吹き込んだ人気盤に「オパス・デ・ジャズ」があるが、その2年後にアトランティック
へ吹き込まれた続編とも呼べるのが、この「バグス＆フルート」。ウェスが5曲、ボビー・ジャ
スパーが2曲フルートを吹いていて、ヴァイブとフルートの響きが抜群の相性をもって美
しいブレンドをみせている。ミルト・ジャクソンの隠れた傑作アルバム。

ビ・バップの名曲ばかりをとりあげて、ミルト・ジャクソンが名人芸を発揮してみせてい
る。40年代半ばからビ・バップの世界に身を置いて活動をおこなってきたミルト・ジャク
ソンにとって、これらのナンバーは彼の音楽活動の原点だったと言っていい。やはり大ベ
テランの J.J. やジミー・ヒースを加えての演奏は、リラックスした中にもバップの厳しさ
のようなものが底流にある。まさしく筋金入りのバッパーたちの共演が素晴らしい。

MJQ による4曲を軸に、カルテット・デ・ミラノとハンガリアン・ジプシー・カルテットと
いう3つの四重奏団による演奏が収められているアルバム。“カルテット”というフォー
マットに焦点を当てた企画が、とてもユニークである。MJQ の演奏と並列にならべられ
たウェーベルンの現代音楽と、哀愁の響きで奏でられるジプシー音楽のメドレー。MJQ
のリーダー、ジョン・ルイスの趣向性がよく表れた興味深い1枚といえるだろう。

1年半ぶりに療養生活から復帰した“バップ・ピアノの父”バド・パウエルの、生気あふれる
ピアノ・タッチを味わうことのできる53年の録音。ワシントンD.C.のクラブ“カヴァコス”
でのライヴで、パウエルはいつになく調子を上げており、イマジネイティヴな魅力を充分
に発散してみせる。音質こそベストでないものの、パウエル・ファンは必聴の1枚。ラスト
に収められているパウエルの肉声インタビューも、とても貴重である。

ブラスやヴォーカルのアンサンブルを従えて、ヴァイブ奏者のミルト・ジャクソンがブルー
ジーな魅力をいっぱいにふりまいてゆく、ミルトとしては異色の傑作アルバムである。ミ
ルトの自作になるタイトル曲や〈メランコリー・ブルース〉で、コーラス・ハーモニーをバッ
クにリラックスしたプレイを聴かせるミルト・ジャクソン。ブラスとの共演トラックでも
ミルトは調子を上げていて、“ブルースの権化”の本領を発揮してみせている。

スウィンギーな魅力をはなつミルト・ジャクソンのカルテットを軸に、6名のブラス・セク
ションやストリングスを加えたゴージャスなアルバム。編成は大きいものの、ミルトのヴァ
イブはリラックスして、心地よくブルージーな魅力を発散してみせている。ミルトのオリ
ジナル4曲にスタンダード曲もまじえた構成。とくにスローなボッサ・ビートに乗せた〈マ
スカレード〉やバラード曲での珠玉の響きが、どこまでも心にしみわたる。

ビートルズが設立したアップルに2枚のアルバムを残したあと、古巣のアトランティック
へ戻った MJQ が吹き込んだ意欲作。ルイスがハープシコードを弾く〈プラスティック・ド
リーム〉〈イングランドのキャロル〉や、グルーヴィなノリをもつ〈ウォーキン・ストンプ〉〈ダ
ンシング〉。さらに3曲でブラス・セクションと共演するなど、さまざまな試みの中に時代
のセンスを取り込んだ、このグループの好ましいスタンスが感じられる。

ピアニストとしてだけでなく、音楽家、教育家としてもさまざまな栄誉ある賞に輝き、高
い人気を得てきたビリー・テイラー。わが国では過小評価されている感のあるテイラーで
あるが、そんな彼が59年、トリオで本領を発揮してみせたアルバムが「ワン・フォー・ファ
ン」である。スタンダード・ナンバー中心にオリジナルをまじえた好選曲。小粋なスウィン
グだけでなく、安定感をもったピアノ・タッチにテイラーの実力がよく示されている。

レギュラー・カルテット＋ゲストというオールスターズが揃った最強の顔ぶ
れ。ガレスピーやパーカーの名曲に真正面から挑んだ80年代の代表作。

『シェリフ』の表題曲と同一セッションの4曲に、イタリアとハンガリー
のカルテットによる現代音楽＆民族音楽的な演奏を合わせた意欲作。

ビル・ポッツが秘蔵していた1953年、ワシントンＤ．Ｃ．訪問時の未発表
ライヴ。豪華な顔ぶれのトリオで好調時のパウエルらしい快演の連続。

60年から61年にかけて行なわれた2つのセッションをカップリング。トミー・フラナガン、ジ
ミー・ヒースを含む良質ハード・バップで、スピリチュアルな名曲「マレッツ・トゥワード・ナン」
の初演を含む。タイトル曲は混成コーラスとの共演で、クラブ・シーンでも人気のトラック。

ジャズ・ヴァイブの最高峰が、大編成のオーケストラをバックにゴー
ジャスな世界を表現した90年代初頭の豪華盤。

アトランティック復帰第1弾。ハープシコードでバロック色を打ち出す
など、知的で清楚なサウンドが評判を集めたグループ後期の傑作。

ジャズ界のスポークスマンとして知られた名ピアニストが、アトランティックに残し
たピアノ・トリオの超人気盤。有名スタンダードを中心に、洗練されたタッチとブルー
ジーなフレーズで鮮やかな演奏が楽しめる。

WPCR-29319� [ATLANTIC]

ミルト・ジャクソン『バグス＆フルート』
Aバグス・ニュー・グルーヴ／Bサンディ／Cミ
ジェット・ロッド／Dマスカレード・イズ・オーヴァー／
Eガーナ／Fスウィート・アンド・ラヴリー／Gコニー
ズ・ブルース
ミルト・ジャクソン（vib）、ボビー・ジャスパー（fl AG）、フランク・ウェス（fl B-F）、
トミー・フラナガン（p AG）、ハンク・ジョーンズ（p B-F）、ケニー・バレル（g）、
パーシー・ヒース（b）、アート・テイラー（ds）

【録音】AG1957年5月21日　ニューヨーク／CDF1957年6月10日　
ニューヨーク／BE1957年6月17日　ニューヨーク

WPCR-29321� [EAST WEST]

ミルト・ジャクソン『ビ・バップ』
Aオー・プリヴァーヴ／Bグッド・ベイト／Cウディン・
ユー／Dナウズ・ザ・タイム／Eオーニソロジー／
Fグルーヴィン・ハイ／Gバークス・ワークス／Hソ
ルト・ピーナッツ／［オリジナルLP未収録曲］Iアイ・
ウェイテッド・フォー・ユー
ミルト・ジャクソン（vib）、ジョン・ファディス（tp）、J.J.ジョンソン（tb）、ジミー・ヒー
ス（ts）、シダー・ウォルトン（p）、ジョン・クレイトン（b）、ミッキー・ローカー（ds）

【録音】1988年3月28日、30日　ニューヨーク

WPCR-29323� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『ア・カルテット・イズ・ア・カルテット・イズ・ア・カルテット』
-モダン・ジャズ・カルテット- Aリユニオン・ブルース／Bウィ
ンター・テイル／Cコンコルド／Dイエスタデイズ　-カルテッ
ト・デ・ミラノ- E5つの断章［パートⅠ〜パートⅡ〜パートⅢ〜パー
トⅣ〜パートⅤ］　-ハンガリアン・ジプシー・カルテット- Fコン
サート・メドレー［（a）これしか言わない我が恋人〜（b）ウッツォ・
ウッツォ・ウッツォ〜（c）オコツォシュ通り〜（d）あの麗しき褐色
の娘に〜（e）我が愛しき娘オッド・オド〜（f）宿屋のコンサート］
ジョン・ルイス（pA-D）、ミルト・ジャクソン（vibA-D）、パーシー・ヒース（bA-D）、コ
ニー・ケイ（dsA-D）、カルテット・デ・ミラノ（E）、ハンガリアン・ジプシー・カルテット（F）

【録音】A-D1963年5月17日　ニューヨーク／E1962年1月17日　ミラノ（推
定）／F録音日・場所：不明

WPCR-29325� [ELEKTRA/MUSICIAN]

バド・パウエル『イナー・ファイアーズ』
Aアイ・ウォント・トゥ・ビー・ハッピー／Bサムバディ・ラヴズ・
ミー／Cうまくやれよ／Dソルト・ピーナッツ／Eコンセプショ
ン／Fバードランドの子守唄／Gリトル・ウィリー・リープス／
Hハレルヤ！／Iバードランドの子守唄（オルタネイト・マス
ター）／Jシュア・シング／Kウッディン・ユー／Lバド・パウ
エル・インタビュー （1963年1月15日、1963年5月6日）
A-K:バド・パウエル（p）、チャールス・ミンガス（b）、ロイ・ヘインズ（ds）、L:バド・パウ
エル・インタビュー

【録音】A-K1953年4月5日　ワシントンD.C.『クラブ・カヴァコス』でのライヴ／
L1963年1月15日、1963年5月6日

WPCR-29320� [ATLANTIC]

ミルト・ジャクソン『ヴァイブレイションズ』
Aダービン＆ザ・レッド・フォックス／Bアルゴ・ブエノ（ウ
ディン・ユー）／Cマレッツ・トゥワード・ナン（ウィズ・マリス・
トゥワード・ナン）／Dブルー・ジュビリー／Eヴァイブレ
イションズ／Fレット・ミー・ヒア・ザ・ブルース／Gメラン
コリー・ブルース／Hスウィート・ジョージア・ブラウン
ミルト・ジャクソン（vib）、ヘンリー・ブージア（tp）、トム・マッキントッシュ（tb, 
arr）、ジミー・ヒース（ts）、テイト・ヒューストン（bs）、トミー・フラナガン（p）、ア
ルヴィン・ジャクソン（b）、コニー・ケイ（ds）、ケニー・バレル（g）、ジョージ・デュヴィ
ヴィエ（b）+コーラス

【録音】1960年2月23日、24日／1961年3月14日

WPCR-29322� [REPRISE]

ミルト・ジャクソン『レヴァレンス』
Aレヴァレンス／Bヤング・アンド・フーリッシュ／Cリトル・
ガール・ブルー／Dマスカレード／EＪ．Ｃ．／Fシダー・レー
ン／G君に捧げるメロディー／Hニューエスト・ブルース／
Iイット・ネヴァー・エンタード・マイ・マインド／Jブレット・バッ
グ／Kコンパッション／Lヒアズ・ザット・レイニー・デイ
ミルト・ジャクソン（vib）、オスカー・ブラッシャー（tp）、ジョージ・ボハノン（tb）、ジェ
フ・クレイトン（as）、ゲイリー・フォスター（ts, fl）、ロナルド・ブラウン（ts）、ジャッ
ク・ニミッツ（bs, b-cl）、ジュールス・チェイキン（strings contractor）、シダー・
ウォルトン（p）、ジョン・クレイトン（b）、ビリー・ヒギンズ（ds）他

【録音】1993年　ハリウッド

WPCR-29324� [ATLANTIC]

モダン・ジャズ・カルテット『プラスティック・ドリーム』
Aウォーキン・ストンプ／Bダンシング／Cプラス
ティック・ドリーム／Dクリスマス・テーマによる変
奏曲／Eトラヴリン／Fピアッツァ・ナヴォナ／Gイ
ングランドのキャロル／［オリジナルLP未収録曲］
Hザ・トリップ／Iブルース・イン・ザ・バージェリー
A-CEGH：ジョン・ルイス（p, harpsichordCG）、ミルト・ジャクソン（vib）、
パーシー・ヒース（b）、コニー・ケイ（ds, perc）
DFI：上記メンバーにスヌーキー・ヤング（tp）、ジョー・ニューマン（tp）、ガーネッ
ト・ブラウン（tb）、ジミー・バフィントン（fhr）、ドン・バタフィールド（tu）が加わる。

【録音】1971年5月24日  ニューヨーク

WPCR-29326� [ATLANTIC]

ビリー・テイラー『ワン・フォー・ファン』
Aサマータイム／Bワン・フォー・ファン／Cザッツ・
フォー・シュアー／Dア・リトル・サウスサイド・ソウ
ル／Eブルー・ムーン／Fメイキン・ウーピー／Gポ
インシアーナ／Hアット・ロング・ラスト・ラヴ／Iホ
エン・ライツ・アー・ロウ
ビリー・テイラー（p）、アール・メイ（b）、ケニー・デニス（ds）

【録音】1959年6月24日　ニューヨーク

自らの原点を２人の打楽器奏者と見つめ直した真実の音楽。長年誤
解され続けてきた、もっとも過激なサウンドが詰まった異色の名盤。

ここでのローランド・カークは、いっさいのオーヴァーダビングをおこなうことなしにワ
ン・マン・プレイを繰りひろげてみせている。曲によってコンガやピアノが加わるほかは、
すべてカークのひとり舞台。複数の管楽器を同時に操りながら、彼のもっている音楽の内
面を暴き出してみせるような演奏が続けられてゆく。アトランティック時代のローランド・
カークのアルバムの中にあっても、もっとも異彩を放つ1枚といえる。

デューク・エリントン楽団などでも活躍したヴォーカリスト、アル・ヒブラーと、マルチ・
リード・プレイヤーのローランド・カークががっぷり四つでわたり合う。そこからブラック・
ジャズの底知れぬ熱っぽさ、ブルースの奥深さが生み出されてゆく。味わい深いヒブラー
の歌声のバックで、どす黒いソロをとってゆくカーク。単なるヴォーカリストの伴奏に終
わることのない、気迫あふれるローランド・カークのプレイに圧倒される一作である。

人気の絶頂にあった68年のチャールス・ロイド・カルテット。そんなグループによるニュー
ヨーク“タウンホール”でのステージを収めている。奔放なピアノ・プレイを繰りひろげる
キース・ジャレット。鮮烈なディジョネットのドラミング。それらが絡み合って、このバン
ドならではの祝祭的なスリルが生み出されている。人気曲〈フォレスト・フラワー ’69〉の
ほか、のちに ECM 盤のタイトルにもなる〈ヴォイス・イン・ザ・ナイト〉も収録している。

ピアニストとして、また MJQ のリーダーとしても多彩な活動を繰りひろげていったジョ
ン・ルイスが、新進アレンジャーだったゲイリー・マクファーランドの作品ばかりを演奏
した興味深いアルバム。幻想的な金管アンサンブルを生かした〈ホープフル・エンカウン
ター〉や、木管楽器によってゆたかな陰影が描かれる〈アナザー・エンカウンター〉をはじ
め、趣向の凝らされたアレンジ手法にマクファーランドの才気がいっぱいに溢れている。

ビル・ウィザーズのヒット曲〈エイント・ノー・サンシャイン〉の最高にエモーショナルな表現。
他にも〈ホワッツ・ゴーイン・オン〉や〈マイ・ガール〉など、モータウン・ソウルのヒット曲が
とりあげられているものの、やはりカークの演奏は単なるカヴァーなどという言い方をは
るかに超えた凄みをもって迫る。スピリチュアル曲〈丘の上に十字架たつ〉がもうひとつの
ハイライト。ポップな中に盛り込まれたカークの巨大な個性に圧倒されるアルバムである。

人気沸騰中だったチャールス・ロイドのカルテットが66年秋におこなったヨーロッパ公演
から、ノルウェイのオスロでのステージの模様が収められている。すべてがロイドのオリジ
ナルで占められていてエキゾチックな〈タゴール〉、マンハッタンの生き生きとした表情を
描き出す〈マンハッタン・カルーセル〉、ヨーロッパの印象を綴った〈ヨーロピアン・ファンタ
ジー〉など、聴きごたえある演奏が並ぶ。奔放なキースのピアノ・プレイも聴きものである。

16世紀にイタリアで生まれた即興演劇“コメディア・デラルテ”に傾倒していたジョン・ル
イスが、登場人物などをモチーフにして書いた作品や他のオリジナルを、ブラス・アンサ
ンブルとピアノのためにアレンジして演奏している。MJQ のレパートリーとしても有
名なタイトル曲。ユーモラスな〈プルチネルラ〉や〈ラ・カンタトリーチェ〉。そして映画の
ためにルイスが書いた〈明日に賭ける〉の美しいハーモニーの響きも忘れられない。

デンマークのコペンハーゲン生まれで、ステファン・グラッペリに続く名ヴァイオリン奏者のスヴェ
ンド・アスムッセン。そんなアスムッセンのプレイを大きくフィーチュアしたジョン・ルイスのアル
バムである。リリカルなルイスとアスムッセンの心のこもった対話が美しい。オーネット作〈淋しい
女〉を除く6曲がルイスのオリジナルで占められており、意表を衝いたアップ・テンポでの〈ジャン
ゴ〉が素晴らしい。そして抒情的な〈ウィンター・テイル〉〈ニューヨーク19〉などのバラードも絶品。

ハンク・ジョーンズ以下、豪華オールスターズで構成された共演者とともに、エリントン楽
団での渋い歌声と情感あふれるバラードで人気を博した男性歌手ヒブラーと共演した隠
れた名作。『ヒア・カムズ・ザ・ホイッスルマン』からの1曲ではレオン・トーマスも参加。

名盤『フォレスト・フラワー』の1年後、ニューヨークの『タウンホール』における白熱
のライヴを収録した強力盤。ゴキゲンなジャズ・ロック、幻想的なバラード、サックス・
ソロなど、この時代ならではの空気が凝縮されている。

ジョン・ルイスが新世代の作・編曲者としてシーンに颯爽と登場したヴァイブ奏者ゲ
イリー・マクファーランドの作品に取り組んだ異色の名盤。フレディ・ハバードやエ
リック・ドルフィー、ベニー・ゴルソンなど豪華メンバーも魅力。

モータウン・ソウルのヒット曲をカヴァーした人気盤。ブラック・ミュー
ジックとしてのジャズが、聴く者の魂を激しく揺さぶる。

『フォレスト・フラワー』以下、数々の名演を残してきた60年代最強カ
ルテットによる、1966年のオスロにおけるライヴ。

管楽器アンサンブルをフィーチャーした協奏曲のような格調の高さ。
クラシカルなアプローチが好評を博した意欲作。

北欧ジャズ界が誇るヴァイオリンの巨匠と共演した人気盤。〈ジャン
ゴ〉、〈淋しい女〉など名曲の再演も興味深い。

WPCR-29311� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『ナチュラル・ブラック・インヴェンションズ：ルート・ストラタ』
Aサムシング・フォー・トレイン・ザット・トレイン・クッド・ハヴ・セッド／Bアイランド・
クライ／Cランニン・フロム・ザ・トラッシュ／Dデイ・ドリーム／Eザ・ラグマン・
アンド・ザ・ジャンクマン・ラン・フロム・ザ・ビジネスマン・ゼイ・ラフド・アンド・ヒー・
クライド／Fブレスアソン／Gラサーニカ／Hレイプド・ヴォイシズ／Iホー
ンテッド・フィーリングス／Jプレリュード・バック・ホーム／Kダンス・オブ・ザ・
ロブス／Lハーダー＆ハーダー・スピリチュアル／Mブラック・ルート
ローランド・カーク（ts, stritch, manzello, B♭-cl, E♭-cl, fl, black puzzle flute, black 
mystery pipes, harmonium, picc, bass-ds, thundersheet, sock cymbal, bells, music 
box, palms, tymp, gong, bird sounds）、ジョー・ハバッド・テキシドア（washboard, triangle, 
thundersheet, tambourine）、ソネリウス・スミス（pD）、モーリス・マッキンレイ（cga）

【録音】1971年1月26日、2月４日　ニューヨーク

WPCR-29313� [ATLANTIC]

ローランド・カーク／アル・ヒブラー『ア・ミーティング・オブ・ザ・タイムス』
Aドゥ・ナッシン・ティル・ユー・ヒア・フロム・ミー／Bデイブ
レイク／C恋人よ我に帰れ／Dドント・ゲット・アラウンド・
マッチ・エニモア／Eジス・ラヴ・オブ・マイン／Fカーネイ・
アンド・ビガード・プレイス／Gアイ・ディドント・ノウ・アバウト・
ユー／Hサムシング・バウト・ビリーヴィング／Iドリーム
ローランド・カーク（ts, bs, manzello, stritch, fl, cl）、アル・ヒブラー（vo）、ハン
ク・ジョーンズ、ロニー・リストン・スミス（p）、ロン・カーター、メジャー・ホリー（b）、オリ
ヴァー・ジャクソン、チャールズ・クロスビー（ds）、レオン・トーマス（vo）

【録音】1972年3月30日、31日

WPCR-29315� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド『サウンドトラック』
Aソンブレロ・サム／Bヴォイス・イン・ザ・ナイト／
Cプレ・ドーン／Dォレスト・フラワー ’69
チャールス・ロイド（ts, fl）、キース・ジャレット（p）、ロン・マクルーア（b）、ジャック・
ディジョネット（ds）

【録音】1968年11月15日　ニューヨーク「タウンホール」でのライヴ

WPCR-29317� [ATLANTIC]

ジョン・ルイス『エッセンス』
Aホープフル・エンカウンター／Bティラムック・
トゥー／Cナイト・フロート／Dノーションズ／Eア
ナザー・エンカウンター／Fウィッシュ・ミー・ウェル
ジョン・ルイス（p）、ハーブ・ポメロイ、ニック・トラヴィス、ルイス・ムッチ、フレディ・ハバー
ド（tp）、マイク・ズウェリン（tb）、ガンサー・シュラー、ボブ・スウィスヘルム、ボブ・ノー
ザン（fhr）、エリック・ドルフィー（as, a-fl）、ベニー・ゴルソン（ts）、ジミー・ジュフリー、
ジーン・アレン（bs）、フィル・ウッズ（cl）、ジム・ホール、ビリー・ビーン（g）、ジョージ・
デュヴィヴィエ、リチャード・デイヴィス（b）、コニー・ケイ（ds）他
ゲイリー・マクファーランド（arr, cond）

【録音】C1960年9月9日　ニューヨーク／ADF1962年5月25日　ニュー
ヨーク／BE1962年10月5日　ニューヨーク

WPCR-29312� [ATLANTIC]

ローランド・カーク『ブラックナス』
Aエイント・ノー・サンシャイン／Bホワッツ・ゴーイン・オン〜マーシー・マー
シー・ミー（エコロジー）／Cアイ・ラヴ・ユー・イエス・アイ・ドゥ／Dテイク・
ミー・ガール、アイム・レディ／Eマイ・ガール／Fホウィッチ･ウェイ・イ
ズ・イット・ゴーイング／Gワン・ネイション／Hネヴァー・キャン・セイ・グッ
ドバイ／I丘の上に十字架たつ／J二人の架け橋／Kブラックナス
ローランド・カーク（fl, ts, stritch, manzello, police whistle, gong, vo, arr）、
チャールズ・マギー（tp）、ディック・グリフィン（tb）、ミッキー・タッカー（org）、ソネリウ
ス・スミス、リチャード・ティー（p）、ビリー・バトラー、コーネル・デュプリー（g）、ヘンリー・
ピアソン（b）、バーナード・パーディ（ds）、シシー・ヒューストン、プリンセス・ペイシェン
ス・バートン（vo） 他

【録音】AHK1971年8月31日　ニューヨーク／B-GIJ1971年9月8日　ニューヨーク

WPCR-29314� [ATLANTIC]

チャールス・ロイド『イン・ヨーロッパ』
Aタゴール／Bカルマ／Cリトル・アナヒッズ・デ
イ／Dマンハッタン・カルーセル／Eヨーロピアン・
ファンタジー／Fヘイ・ドオ！
チャールス・ロイド（ts, fl）、キース・ジャレット（p）、セシル・マクビー（b）、ジャック・
ディジョネット（ds）

【録音】1966年10月29日　ノルウェイ、オスロでのライヴ

WPCR-29316� [ATLANTIC]

ジョン・ルイス『ゴールデン・ストライカー』
Aファンファーレ Ⅰ／Bピアッツァ・ナヴォーナ／C明日に賭
ける／Dファンファーレ Ⅱ／Eプルチネルラ／Fファンファー
レ Ⅱ／Gゴールデン・ストライカー／Hピアッツァ・ディ・スパー
ニャ／Iファンファーレ Ⅰ／Jラ・カンタトリーチェ
ジョン・ルイス（p, cond）、ガンサー・シュラー、アル・リッチマン、レイ・アロンジ、ジョ
ン・バロウズ（frh）、メルヴィン・ブロイルズ、バーニー・グロウ、アラン・カイガー（tp）、
ジョー・ワイルダー（tp, flh）、ディック・ヒクソン、デヴィッド・ベイカー（tb）、ハーヴィー・
フィリップス（tuABD-I）、ジェイ・マクアリスター（tuCJ）、ジョージ・デュヴィヴィエ

（b）、コニー・ケイ（ds）
【録音】CEJ1960年2月12日　ニューヨーク／BH1960年2月15日　ニューヨー
ク／ADGI1960年2月16日　ニューヨーク

WPCR-29318� [ATLANTIC]

ジョン・ルイス＆スヴェンド・アスムッセン『ヨーロピアン・エンカウンター』
Aイフ・アイ・ワー・イヴ／Bウィンター・テイル／
Cスレイターのテーマ／Dヴァレリア／E淋しい
女／Fジャンゴ／Gニューヨーク19
ジョン・ルイス（p）、スヴェンド・アスムッセン（vln）、ジミー・ウッド（b）、ストゥーレ・
カリーン（ds）

【録音】1962年7月2日、3日　ストックホルム



エルヴィンがメルバ・リストンの編曲・指揮による3管アンサンブルを従えたハード・
バップに根ざした人気盤。豪華メンバーが参加したことでキリリと引き締まった意欲
作。

ジョン・コルトレーンのグループで怒涛のドラミングを繰りひろげたエルヴィンが、ソロ
にバッキングにと、バランスの良いプレイを聴かせた人気盤。メルバ・リストンがアレン
ジと指揮を担当、変名で参加した J.J. ジョンソンをはじめ、ハンクやサドといったジョー
ンズ兄弟も参加。トロンボーンやバリトン・サックスを加えた編成で、重厚なアンサンブ
ルとでソロ・プレイに適確にサポートしながらもワイルドな個性を押し出してゆく。

10数年にわたってルーストに多くのアルバムを吹き込み、ヒット作も送り出してきたギ
タリストのジョニー・スミス。そんな彼のルーストからの最後の作品になったのが、64年
の「レミニッシング」である。アット・ホームな雰囲気の中で演じられた〈スーン〉や〈サテン・
ドール〉〈タイム・アフター・タイム〉をはじめとする名スタンダード・ナンバーの数々。く
つろいだカルテット編成で、スミスの至芸が味わえる一枚になっている。

レスター・ヤング系のスムーズなフレージングが魅力のテナー・サックス奏者、マーティ・ホー
ムズがジュビリーに吹き込んだ、とてもレアな一枚。ニューヨークで人気ジャズ番組をもっ
ていたアート・フォードの肝いりで制作されたもので、ウェスト・コースト風のサックス・アン
サンブルとともに、マーティの魅力的なソロが大きくフィーチュアされる。〈サムワン・トゥ・
ウォッチ・オーヴァー・ミー〉をはじめとするクールなバラード表現も、じつに味わい深い。

“踊り子”と“お風呂”に続く、もう1枚のマーティ・ペイチの美ジャケット。当時のペイチ
は西海岸でもっとも忙しい売れっ子アレンジャーだった。そんなペイチが60年代半ばの
ヒット曲に、自作曲をまじえて、楽しいサウンドを聴かせたのが本アルバムである。ハー
ビー・ハンコックの〈ウォーターメロン・マン〉、ジミー・スミスの〈ザ・キャット〉などもカ
ヴァー。60年代という時代の雰囲気を手軽に味わえるポップ＝ジャズ的作品。

リチャード・ロジャースとオスカー・ハマースタインが音楽を担当した、58年ブロードウェ
イのヒット・ミュージカルのナンバーを、ジョニー・スミスのカルテットが演奏している。
ピアノの代わりにチェロのチャールズ・マクラッケンを加えたカルテットによる演奏。い
くつかのジャズ・バージョンが生まれた「フラワー・ドラム・ソング」であるものの、これは
全編スミスの個性に彩られたジャズ版ミュージカルの秀作になっている。

オードリー・ヘップバーン主演の61年の映画「ティファニーで朝食を」のメロディーを、人
気ギタリストのバーニー・ケッセルがジャズ化したリプリーズ盤。ケッセルは通常のギター
だけでなく、バンジョーやベース・ギター、それに12弦ギターなどを曲によって弾き分け
る。ヴィクター・フェルドマンら、西海岸のトップ・プレイヤーたちの好サポートとともに、
ヘンリー・マンシーニの名作を小粋なジャズ・サウンドで楽しむことができる。

デューク・エリントン楽団やルイ・アームストロング・オールスターズなどでも活躍した
トロンボーン奏者、タイリー・グレンのルーレット・レーベルからの最後期の作品。サイ・
オリヴァーのアレンジになるブラスと“リリアン・クラーク・シンガーズ”のコーラスをバッ
クに、〈サマータイム〉〈アイ・サレンダー・ディア〉をはじめとする名曲を温かく吹き綴っ
ている。大ベテランならではの風格をよく感じることのできる一枚である。

粋でジャジーなメル・トーメのセンスがよく発揮されているアルバム。タイトル曲は言わ
ずと知れたハービー・マンの大ヒットで、女性コーラスと掛け合いを演じるメル・トーメ
の歌唱がじつに楽しい。同じくハービー・マンの〈ライト・ナウ〉をはじめ〈モーニン〉〈ダッ
ト・デア〉〈ウィスパー・ノット〉など、ハード・バップ～ファンキー・ジャズの名ナンバーが
多くとりあげられた、メル・トーメの作品の中でもとびきりのヒット作である。

1958年にニューヨークを離れ、コロラドに移ったスミスが地元ミュージシャンと共
演、個人宅で収録した1964年の貴重盤。哀愁溢れる〈サタンズ・ドール〉は、色褪せ
ない名曲として多くの人の記憶に今も残る。

ウディ・ハーマン楽団のフォー・ブラザーズを思わせる軽妙なアンサンブル。アレ
ンジャーとしても活躍したレスター派テナーの名手が残した唯一のリーダー作。

ペッパーとの共演で知られる名アレンジャーが取り組んだ時代色の出たポップな
ビッグ・バンド。ハンコックからトム・ジョーンズ、ビートルズまで当時のヒット曲を幅
広くカヴァー。

ルーストでのジョニー・スミス作品中、もっともユニークな１枚。サンフランシスコのチャイナタウン
を舞台にしたブロードウェイ・ミュージカル。ロジャース＆ハマースタインの名コンビによる1958年
初演のミュージカルの音楽。ギター・トリオにチェロを加えたカルテットで楽しい演奏を聴かせる。

ご存じマンシーニが手がけた「映画音楽」の傑作。そのジャズ化に取
り組んだ、軽妙さが魅力の好アルバム。

サイ・オリヴァーのオーケストラをバックに、渋いトロンボーンをフィーチャー。
さらに混成コーラスとの組み合わせも楽しいタイリー・グレンの異色作。

ゴージャスなオーケストラをバックに、モダン・ジャズ黄金期の名曲や当時
のヒット曲、ジャズの有名スタンダードなどを歌った60年代初頭の快作。

WPCR-29335� [ATLANTIC]

エルヴィン・ジョーンズ『アンド・ゼン・アゲイン』
Aアザーン／Bオール・デリバレイト・スピード／
Cエルヴィン・エルパス／Dスーン・アフター／
Eフォーエヴァー・サマー／Fレン・シラー／Gア
ンド・ゼン・アゲイン
エルヴィン・ジョーンズ（ds）、フランク・ウェス（fl, ts ADF）、チャールズ・デイ
ヴィス（bs A-F）、サド・ジョーンズ（cnt）、J.J.ジョンソン（tb A-F）、ドン・フリー
ドマン（p ADF）、ハンク・ジョーンズ（p BCEG）、ポール・チェンバース（b 
ADF）、アート・デイヴィス（b BCEG）、メルバ・リストン（arr BCE, cond）

【録音】ADF1965年2月16日　ニューヨーク／BCEG1965年3月18日　
ニューヨーク

WPCR-29337 国内初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス『レミニッシング』
Aスーン／Bゼアル・ビー・アザー・タイムズ／Cサ
テン・ドール／Dアイム・オールド・ファッションド／
Eアイ・リメンバー・ユー／Fフィッツ／Gリル・ダー
リン／Hタイム・アフター・タイム／Iユー・アー・トゥ・
ビューティフル／Jスウィート・アンド・ラヴリー
ジョニー・スミス（g）、ボブ・グリーン（p）、ビル・バスチャン（b）、デリル・ゴーズ（ds）

【録音】1964年頃　コロラド州マニトゥー・スプリングス

WPCR-29339 国内初CD化 � [JUBILEE]

マーティ・ホームズ『アート・フォーズ・パーティ−・フォー・マーティ−』
Aダフのジレンマ／Bサムワン・トゥ・ウォッチ・オー
ヴァー・ミー／Cペッパー・ポット／Dアイ・ゲット・アロ
ング・ウィズアウト・ユー・ヴェリー・ウェル／Eラヴ・ウォー
クト・イン／Fパーティ・フォー・マーティ／Gヴァーモ
ントの月／Hフォア・ブルーザーズ／Iメイビー・スー
ン／Jテイルズ・オブ・ウェイルズ／Kワズ・ゼア・ア・
コール・フォー・ミー？／Lクーラス・マクシマス
マーティ・ホームズ（ts, arr）他

【録音】1958年ニューヨーク

WPCR-29341� [REPRISE]

マーティ・ペイチ『ロック・ジャズ・インシデント』
Aプロミス・ハー・エニシング／Bガッタ・ゴー／Cよ
くあることさ／Dウォーターメロン・マン／Eプラ
ウド・キャメル／Fサマータイム／Gザ・キャット／
Hホワット・ナウ・マイ・ラヴ／Iザ・シング／Jイエ
スタデイ／Kコール・ミー
アレンジ、指揮：マーティ・ペイチ、プロデュース：ジミー・ボーウェン、メンバー：不詳

【録音】1966年　ロサンゼルス

WPCR-29336 国内初CD化 � [ROOST]

ジョニー・スミス『フラワー・ドラム・ソング』
Aユー・アー・ビューティフル／Bアイ・エンジョイ・
ビーイング・ア・ガール／Cサンデイ／Dア・ハン
ドレッド・ミリオン・ミラクルズ／Eグラント・アヴェ
ニュー／Fラヴ・ルック・アウェイ／Gライク・ア・ゴッ
ド／Hフィナーレ
ジョニー・スミス（g）、チャールズ・マクラッケン（cello）、ジョージ・ルーマニ（b）、
マウジー・アレキサンダー（ds）

【録音】1958年　ニューヨーク（推定）

WPCR-29338� [REPRISE]

バーニー・ケッセル『ティファニーで朝食を』
Aムーン・リヴァー／Bかわいそうな猫ちゃん／Cサリー
のトマト／D芸術写真家ユニヨシ先生／E大手入れ／
F夜のキャバレーで／Gティファニーで朝食を／Hラテン・
ゴライトリー／Iホリーの気持／Jルース・キャブース／
Kかっぱらいのスリル／Lムーン・リヴァー・チャ・チャ
バーニー・ケッセル（g, bj）、バド・シャンク（as, fl）、ポール・ホーン（saxes, 
pic）、ヴィクター・フェルドマン（vib, marimba）、チャック・バーグホーファー（b）、
アール・パーマー（ds）

【録音】1962年1月23日、25日　ロサンゼルス

WPCR-29340 国内初CD化 � [ROULETTE]

タイリー・グレン『トロンボーン・アーティストリー』
Aラヴ・ミー・オア・リーヴ・ミー／Bサマータイム／
Cビギン・ザ・ビギン／Dドリーム・オブ・ユー／Eミー
ン・トゥ・ミー／Fセントメリー河にて／Gドゥ・イット・
アゲイン／H降っても晴れても／Iサルトリー・セレ
ナーデ／Jアイ・サレンダー・ディア／Kゲット・アウ
ト・オブ・タウン／Lアイ・ドント・ノウ・ホワイ
タイリー・グレン（tb, vib）、サイ・オリヴァー（dir）、オーケストラ、ザ・リリアン・ク
ラーク・シンガーズ（chorus）

【録音】1962年　ニューヨーク

WPCR-29342� 歌詞付  [ATLANTIC]

メル・トーメ『カミン・ホーム・ベイビー』
Aカミン・ホーム・ベイビー／Bダット・デア／Cザ・レディズ・
イン・ラヴ・ウィズ・ユー／Dハイ・フライ／Eプッティン・オ
ン・ザ・リッツ／Fウォーキン／Gモーニン／Hシング・ユー・
シナーズ／Iウィスパー・ノット／Jオン・グリーン・ドルフィ
ン・ストリート／Kシドニーズ・ソリロキー／Lライト・ナウ
メル・トーメ（vo）、ショーティー・ロジャース（flh, dir, arr, cond）、クラウス・オ
ガーマン（arr, cond）他

【録音】BDGJ 1962年6月11日　ハリウッド／FIK 1962年7月13日　
ハリウッド／CEH 1962年7月16日　ハリウッド／AL 1962年9月13日　
ニューヨーク

スピード感溢れる圧倒的な速弾きで知られる名ピアニストが最強のリ
ズム・セクションと共演した好内容のピアノ・トリオ名盤。

新鮮なバランス感溢れる、美しいピアノ・タッチを聴かせるジャック・ウィルソン。そんな
ウィルソンのふたつの面にスポットを当てたアルバムで、LPではA、B面がそれぞれ“ファ
スト・サイド”“スロー・サイド”という構成になっていた。バップの伝統を引き継ぐ正統派
としての個性が色濃く出ている“ファスト・サイド”、ロマンティックな“スロー・サイド”、
どちらにもウィルソンのピアニスティックな魅力がよく発揮されている。

ビ・バップ～モダン・ジャズの時代に活躍した多くの白人プレイヤーたちの中にあって、
ジョージ・ウォーリントンはとくに個性豊かな忘れがたいピアニストのひとり。そんな
ウォーリントンが、オリジナル5曲とスタンダード・ナンバー 6曲をトリオで演奏してい
る。全編に流れるほのかな哀感とともに、緊張とくつろぎ、情熱と洗練、冒険心とロマンと
いったものが、自然な形で表出されてゆくのが、じつに素晴らしい。

R&B、ソウルのフィーリングをもつリズム陣を従えて、フレディ・ハバードがノリノリのプ
レイを聴かせている。グルーヴィな雰囲気がいっぱいのタイトル曲〈ア・ソウル・エクスペリ
メント〉や〈クラップ・ユア・ハンズ〉〈ハング・エム・アップ〉。ダンサンブルなサウンドの中で、
燃えるようなフレディのトランペットが炸裂する。シャープなフレージングの魅力はその
ままに、より大衆にフィットする企画性をもった、いかにもアトランティックらしい1枚。

最高の実力をもつジャズ・フルートのトップ・スターとしての評価をほしいままにしてき
たハービー・マンによって、60年代の初めに吹き込まれた楽しいヒット・アルバムである。

“カミン・ホーム・ベイビー”を録音して乗りに乗っていたマンのバンドが演じる、ダンサ
ブルなラテン・ジャズの世界。うきうきするようなビートをもつ〈ライト・ナウ〉のほか、〈デ
サフィナード〉などボサ・ノヴァの名曲も多くとりあげられている。

プレスティッジのアルバムなどを通じてピアノ・ジャズ・ファンに秘かに愛されてきたモ
リス・ナントン。そんなモリスが58年のデビュー作「フラワー・ドラム・ソング」に続いて
ワーナー・ブラザーズに吹き込んだトリオ・アルバムである。ジェローム・カーンが音楽を
担当した名作「ロバータ」のナンバーばかりを演奏したもので、ミュージカルのジャズ版
としても聴きどころをもった作品。きわめてレアな価値をもつ1枚である。

アトランティックへ移籍したフレディ・ハバードが、名盤「バックラッシュ」に次いで放っ
た第2弾。大半の曲をフレディが書き下ろし、曲によってはチューバなどを加えたアレン
ジもすべて自身で手がけた意欲作。リズミックなタイトル曲。ジャズ・ロック的な〈キャン
ト・レット・ハー・ゴー〉、新主流派的な雰囲気をもつ〈トゥルー・カラーズ〉、組曲風の大作

〈フォー B.P.〉など、すべてのトラックでシャープなトランペットが炸裂する。

早くからボサ・ノヴァに大きな関心を抱いていたハービー・マンが62年秋、みずからリオ・
デ・ジャネイロに飛んで、現地のミュージシャンたちと共演したアルバム。まだブレイク
前のセルジオ・メンデス率いる“ボサ・リオ・セクステット”との共演や、アントニオ・カル
ロス・ジョビンとの2曲など、聴きどころが多い。ブラジル人プレイヤーと同じ気持ちでボ
サ・ノヴァに同化し、華麗にフルートを吹きまくるマンがじつに素晴らしい。

フィラデルフィア出身の“幻のピアニスト”、ハサーン・イヴン・アリを全面的にフィーチュ
アした、マックス・ローチのリーダー作。ローチのドラミングも素晴らしいが、内容的には
ハサーン・トリオといった様相を呈している。演奏されるのもハサーンのオリジナルばか
りで、モンク～ハービー・ニコルスのラインを思わせるパーカッシヴなタッチが、じつに
衝撃的だ。ハサーンのユニークなプレイが聴ける唯一といってよい作品。

白人バップ・ピアノの最高峰といわれたウォーリントンがアトラン
ティックに残した貴重なピアノ・トリオ・アルバム。

1993年の『新・幻の名盤読本』で紹介されたレア盤が待望の復刻。ソウル・ミュー
ジックとの融合に真正面から取り組んだハバードのアトランティック第3弾。クラブ・
シーンで人気の「サウス・ストリート・ストロール」も収録。

フルートを抱いた渡り鳥。ボサ・ノヴァからファンク、フュージョンまで、
縦横無尽に実力を見せつけた、ポップ度120%の大名盤。

美麗ジャケで大人気のピアノ・トリオの垂涎盤がついに復刻。ジェローム・カーンの人
気ミュージカルで取り上げられた音楽のジャズ・ヴァージョン。軽妙なタッチとソウル
フルなスタイリスト、モリス・ナントンの最高傑作。

人気盤『バックラッシュ』に続く、若獅子ハバードのアトランティック第2弾。キャッ
チーなジャズ・ロック、ラテン、ブルースなど多彩な構成で、ビリー・テイラーの名曲

「ア・ビエント」もカヴァー。

2年におよぶブラジル訪問で、本場のエッセンスを吸収したマンが、
その成果をまとめたジャズ・ボサ・ノヴァの大傑作。

ジャズ・ドラムの名手ローチがリーダーとなった異色トリオ名盤。伝説
のハサーンもセロニアス・モンクを思わせる鬼才ぶりを存分に発揮。

WPCR-29327� [ATLANTIC]

ジャック・ウィルソン『ザ・トゥー・サイズ・オブ・ジャック・ウィルソン』
Aザ・シーン・イズ・クリーン／Bグラス・エンクロー
ジャー／Cグッド・タイム・ジョー／Dキンタ／Eワ
ンス・アポン・ア・サマータイム／Fサムタイム・ア
ゴー／Gザ・グッド・ライフ／Hジ・エンド・オブ・ア・
ラヴ・アフェアー
ジャック・ウィルソン（p）、リロイ・ヴィネガー（b）、フィリー・ジョー・ジョーン
ズ（ds）

【録音】1964年5月13日

WPCR-29329� [ATLANTIC]

ジョージ・ウォーリントン『ナイト・ミュージック』
Aゴッドチャイルド／Bセレンディピティ／Cビリーズ・
チューン／Dザ・ゴーストリー・ラヴァー／Eアップ・ジャ
ンプド・ザ・デヴィル／Fイッツ・オール・ライト・ウィズ・ミー／
Gジ・エンド・オブ・ア・ラヴ・アフェア／Hウィル・ユー・ス
ティル・ビー・マイン／Iイン・ア・センチメンタル・ムード／
Jワールド・ウェアリー／Kワン・ナイト・オブ・ラヴ
ジョージ・ウォーリントン（p）、テディ・コティック（b）、ニック・スタビュラス（ds）

【録音】1956年9月4日、5日

WPCR-29331� [ATLANTIC]

フレディ・ハバード『ア・ソウル・エクスペリメント』
Aクラップ・ユア・ハンズ／Bウィチタ・ラインマン／Cサ
ウス・ストリート・ストロール／Dロンリー・ソウル／Eノー・
タイム・トゥ・ルーズ／Fハング・エム・アップ／Gグッド・
ユーモア・マン／Hミッドナイト・ソウル／Iソウル・ター
ン・アラウンド／Jア・ソウル・エクスペリメント
フレディ・ハバード（tp, fln）、カルロス・ガーネット（ts）、ケニー・バロン（p）、ゲ
イリー・イリングワース（org）、エリック・ゲイル、ビリー・バトラー（g）、ジェリー・
ジェモット（el-b）、グラディ・テイト、バーナード・パーディ（ds）

【録音】CGI1968年12月11日　ニューヨーク／ABJ1968年12月13
日　ニューヨーク／DEFH1969年1月21日　ニューヨーク

WPCR-29333� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ライト・ナウ』
Aライト・ナウ／Bデサフィナード／Cシャリル／
Dジャンピン・ウィズ・シンフォニー・シド／Eバルキー
ニョ／Fクール・ヒート／Gカーニヴァル／Hメディ
テイション／Iフリー・フォー・オール
ハービー・マン（fl）、ヘイグッド・ハーディ（vib）、ビリー・ビーン（g）、ビル・スレイ
ター、ドン・ペイン（b）、カルロス“パタート”バルデス（cga, ds）、ウイリー・ボボ

（ds）、ウイリー・ロドリゲス、ジョニー・パチェコ（perc）

【録音】1962年3月12日、28日、4月19日

WPCR-29328� [WARNER.BROS]

モリス・ナントン・トリオ『ロバータ』
Aユアー・デヴァステイティング／B煙が目にしみ
る／Cレッツ・ビギン／Dアイ・ウォント・ダンス／
Eラヴリー・トゥ・ルック・アット／Fイエスタデイズ／
Gザ・タッチ・オブ・ユア・ハンド
モリス・ナントン（p）、ノーマン・エッジ（b）、チャーリー・パーシップ（ds）

【録音】1958年12月12日、19日　ニューヨーク

WPCR-29330� [ATLANTIC]

フレディ・ハバード『ハイ・ブルース・プレッシャー』
Aキャント・レット・ハー・ゴー／Bラティーナ／Cハ
イ・ブルース・プレッシャー／Dア・ビエント／Eトゥ
ルー・カラーズ／FフォーB.P.
フレディ・ハバード（tp, flh, arr）、ベニー・モウピン（ts, fl）、ジェームス・スポー
ルディング（as, fl）、ハービー・ルイス（b）、キアヌ・ザワディ（tb, euphonium 
BCEF）、ハワード・ジョンソン（tu BCEF）、ウェルドン・アーヴァイン（p 
A）、ケニー・バロン（p B-F）、フレディ・ウェイツ（ds A-C）、ルイス・ヘイズ（ds 
D-F）、ローマン・ドッグ・ブローダス （cga AB）

【録音】A-C1967年11月13日　ニューヨーク／D-F1968年1月10日　
ニューヨーク

WPCR-29332� [ATLANTIC]

ハービー・マン『ドゥ・ザ・ボサ・ノヴァ』
Aイット・マスト・ビー・ラヴ／Bみにくい娘／Cラヴ・
イン・ピース／D貴方と私／Eワン・ノート・サンバ／
Fブルース・ウォーク／Gコンソレーション／Hオー
ルド・ボッサ
ハービー・マン（fl, alto-fl）、ペドロ・パウロ（tp）、ルイス・カルロス・ヴィーニャス

（p）、アントニオ・カルロス・ジョビン（p, vo, arr, cond.）、バーデン・パウエル
（g）、パウロ・モウラ（as）、セルジオ・メンデス（p） 他

【録音】1962年10月16日、17日、19日　リオ・デ・ジャネイロ

WPCR-29334� [ATLANTIC]

マックス・ローチ・トリオ・フィーチャリング・ハサーン
Aスリー・フォーvsシックス・エイト・フォー・フォー・
ウェイズ／Bオフ・マイ・バック・ジャック／Cホープ・
ソー・エルモ／Dオールモスト・ライク・ミー／Eディ
ン・カ・ストリート／Fペイ・ノット・プレイ・ノット／
Gトゥ・インスクライブ＊	 ＊MONO
マックス・ローチ（ds）、ハサーン・イヴン・アリ（p）、アート・デイヴィス（b）

【録音】1964年12月4日、7日



ハイ・ノートで知られるルーレットの看板トランペッターとアトランティックのクール
な歌姫という２大スターの顔合わせ。『ダブル・エクスポージャー』と対をなす、もう１
枚の人気盤。

メイナード・ファーガソン楽団を向こうに回して、クリス・コナーが胸のすくような名唱
を繰りひろげたルーレット吹き込み。アトランティック盤「トゥーズ・カンパニー」にメイ
ナードを貸し出したのに対して、クリスを借りる形で実現した。アップ・テンポの爽快な
ナンバーからミュージカル曲、バラードと幅広い選曲。ダイナミックなオーケストラをバッ
クに歌いこなすクリスの歌声に、バンド・シンガーだった彼女の本領が見える。

クリス・コナーがもっとも充実した歌声を聴かせたのはアトランティック時代だが、本ア
ルバムは58年におこなわれた3回のセッションを収めている。このときクリス30歳。安
定した表現とともに円熟へと向かう歌唱が、じつに素晴らしい。名スタンダードとともに

〈ヒア・ライズ・ラヴ〉〈グッド・フォー・ナッシン〉などの隠れた名作が多く含まれているの
も嬉しい。老舗モーターボート・メーカーの名にひっかけたタイトルも、じつにクールだ。

スタン・ケントン楽団に加わって華麗なデビューを飾り、すぐにケントンの妻になった美
人シンガーのアン・リチャーズは、真の実力をもっているヴォーカリストでもあった。61
年にアトランティック傍系のアトコに吹き込まれた本作では、スモール・コンボをバック
にスインギーなナンバーとバラードが好ましいバランスで選ばれていて、のびやかなリ
チャーズの好唱を楽しむことができる。セクシーなアルバム・ジャケットも魅力。

ウォームでちょっぴりハスキーな歌声が魅力の人気シンガー、ヘレン・メリル。そんなヘ
レンがカントリー・ナンバーばかりをとりあげて歌ったアトコ盤で、素直なヘレンの表現
はまさに素朴なカントリー・メロディーにもぴったりのものがある。〈コールド、コールド・
ハート〉をはじめとするハンク・ウィリアムスの名作4曲。エディ・アーノルド〈ア・ハート・
フル・オブ・ラヴ〉をはじめ、夢見るように美しい世界が描き出されてゆく。

円熟の境地に達していたアトランティック時代のクリス・コナー。そんなクリスが同レー
ベルに吹き込んだシングル盤（EP 盤）など14曲をまとめてアルバム化したもので、70年
代にワーナー・パイオニアから日本のみで発売になった貴重な1枚である。ハスキーなヴォ
イスとモダンな節まわしでクリスが聴かせる名唱の数々。ペーソスを含んだクリス・コ
ナーの歌声にたっぷりひたることのできる、ファン必聴のコレクターズ・アイテムである。

ソウル、R&B のヒット・ナンバーからスタンダード、ボサ・ノヴァ曲と、さまざまなジャン
ルのナンバーにアプローチをおこなってみせたエラ・フィッツジェラルド71年のアルバ
ム。グルーヴィなノリと表情が素晴らしいヒット曲〈サニー〉や〈悲しいうわさ〉。すべての
曲がエラ・フィッツジェラルドならではの表現スタイルでつらぬかれてゆくのは、まさに
貫録もの！ アフロ・キューバンの名作〈マンテカ〉も、圧巻の迫力で聴かせている。

サイモン & ガーファンクルの大ヒット曲を、ポップなビートに乗せて歌うカーメン・マク
レエ。豊かな表現力とともに、完璧に彼女のジャズ・ヴォーカル表現になっているのが、じ
つに素晴らしい。ジム・ウェッブ〈マッカーサー・パーク〉などコンテンポラリーなナンバー
を積極的にとりあげるとともに、〈スターダスト〉〈暗い日曜日〉などの古典曲も、彼女流の
スタイルでじっくり聴かせている。カーメンの芸風の幅広さがよく出ている大傑作。

“外は降りしきる雪。そんなときには暖炉の火のもとで、ゆっくりと温まりたい”とライ
ナーノートに書かれている。そんなハートフルな温かさをいっぱいに感じさせてくれる
サラ・ヴォーンのバラード・アルバム。スタンダード曲を中心に選んで、サラはしっとりと、
しかし確かな表情で歌ってゆく。〈アイ・フォール・イン・ラヴ・トゥ・イージリー〉は舌をま
く上手さ。弦楽器を中心にしたドン・コスタのアレンジも、とても美しい。

美しい情感とスリル。3種のコンボをバックに、有名スタンダードを自
由奔放に歌ったアトランティック時代の傑作。

スタン・ケントン楽団でも活躍した美人歌手のアン・リチャーズが1961年、レナー
ド・フェザーの監修で吹き込んだ官能的な魅力いっぱいの人気盤。バーニー・ケッセ
ルとジャック・シェルドンをはじめとするコンボの伴奏も好演。

ついに復刻！「ニューヨークのため息」と形容されるメリルが、カント
リーの名曲を歌った異色の激レア盤。

かつて日本でのみ発売された、シングル盤用のセッションを集大成し
たアルバム未収録のレア音源集。

ジャズ界のファースト・レディが、ジェラルド・ウィルソン編曲指揮のオーケスト
ラをバックに60年代にヒットしたポップの名曲を中心に取り上げた代表作。

サイモン&ガーファンクルやミシェル・ルグランのヒット曲を始め、コンテンポラリー
なナンバーに果敢に挑戦したカーメンの意欲作。ダウンビート誌のレビューで最高点

（5つ星）を獲得、『グレート・アメリカン・ソングブック』の原点がここに。

大歌手サラが、ドン・コスタ指揮のストリングス・オーケストラをバック
に、不滅の名曲を情感豊かに歌った心温まるバラード・アルバム。

WPCR-29343 国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

メイナード・ファーガソン＆クリス・コナー『トゥーズ・カンパニー』
Aアイ・フィール・ア・ソング・カミング・オン／Bザ・ウィンド／
Cニューヨークズ・マイ・ホーム／Dゲス・フー・アイ・ソウ・トゥ
デイ／Eホエン・ザ・サン・カムズ・アウト／Fセンド・フォー・ミー／
Gホエア・ドゥ・ユー・ゴー／Hサムシングズ・カミング／Iディー
プ・ソング／Jキャント・ゲット・アウト・オブ・ジス・ムード
B-EG:クリス・コナー（vo）、メイナード・ファーガソン（tp, flhrn, tb）、ロルフ・エリクソン、チェット・
フェレッティ、リック・キーファー(tp）、レイ・ウィンズロー、ケニー・ラップ(tb）、ラリー・モーガン(as, fl）、
ジョー・ファレル（ts, ss, fl）、ウィリー・メイデン（ts, cl, arr）、フランク・ヒトナー（bs, b-cl）、ジャッキー・
バイアード（p）、チャーリー・ソーンダース（b）、ルーファス・ジョーンズ（ds）、ドン・セベスキー（arr)

【録音】BCE1960年12月15日　ニューヨーク／DG1960年12月22日　ニューヨーク
AFHIJ:上記メンバーからリック・キーファーが抜け、ビル・ベリー(tp)が加わる。

【録音】1961年1月30日　ニューヨーク

WPCR-29345� 歌詞付  [ATLANTIC]

クリス・コナー『クリス・クラフト』
Aヴァーモントの月／B吹け、ガブリエル／Cヒア・ライズ・ラ
ヴ／Dビー・ア・クラウン／Eグッド・フォー・ナッシン／Fオン・
ザ・ファースト・ウォーム・デイ／G私のチャイナタウン／Hワン・
ラヴ・アフェア／Iナイト・ウィ・コールド・イット・ア・デイ／Jジョ
ニー・ワン・ノート／Kラヴァー・マン／Lビー・マイ・オール
クリス・コナー（vo）、ボビー・ジャスパー（fl）、アル・エプスタイン（english 
horn, b-cl）、スタン・フリー（p, arr）、マンデル・ロウ（g）、パーシー・ヒース、ジョー
ジ・デュヴィヴィエ（b）、エド・ショウネシー（ds）

【録音】BCGI1958年3月13日　ニューヨーク／EFHL1958年4月8日　
ニューヨーク／ADJK1958年5月23日　ニューヨーク

WPCR-29347� 歌詞付  [ATCO]

アン・リチャーズ『アン、マン！』
Aイエス・サー・ザッツ・マイ・ベイビー／Bアン・オケイジョナル・
マン／C心安まる頃／Dマスカレード・イズ・オーヴァー／E忘
れられぬ君／Fあなたの心は／Gアンド・ザッツ・オール／H魅
惑されて／Iイーヴィル・ギャル・ブルース／Jラヴ・イズ・ア・ワー
ド・フォー・ザ・ブルース／Kハウ・ドゥ・アイ・ルック・イン・ブルー／
Lアイ・クドゥント・スリープ・ア・ウィンク・ラスト・ナイト
アン・リチャーズ（vo）、ジャック・シェルドン（tp ABFGIJL）、バーニー・ケッセル（g）、
レッド・カレンダー（b ABFGIJL）、ラリー・バンカー（ds ABFGIJL）

【録音】1961年　ロサンゼルス

WPCR-29349� 歌詞付  [ATCO]

ヘレン・メリル『アメリカン・カントリー・ソングス』
Aメイビー・トゥモロー／Bアイム・ソー・ロンサム・アイ・クッド・ク
ライ／Cユー・ドント・ノウ・ミー／Dカンダムド・ウィズアウト・トラ
イアル／Eユー・ウィン・アゲイン／Fアイム・ヒア・トゥ・ゲット・マ
イ・ベイビー・アウト・オブ・ジェイル／Gア・ハート・フル・オブ・ラヴ／
Hコールド、コールド・ハート／Iディヴォーテッド・トゥ・ユー／Jマ
イ・ハート・ウッド・ノウ／Kエニー・タイム／Lハーフ・アズ・マッチ
ヘレン・メリル（vo）、ケネス・ホーク（vib）、ハリー・ルーコフスキー（vln）、マンデル・ロ
ウ、ビル・サイカー（g）、ジョージ・デュヴィヴィエ（b）、ジョー・ジョーンズ（ds）、チャック・
セイグル（arr, cond） 他

【録音】ACDG1959年5月25日　ニューヨーク／FHIK1959年6月3日　
ニューヨーク／BEJL1959年6月11日　ニューヨーク

WPCR-29344� 歌詞付  [ATLANTIC]

クリス・コナー『ミスティ』
Aセニョール・ブルース／Bミスティ／Cムーン・ライド／Dアイ・
ソールド・マイ・ハート・トゥ・ザ・ジャンクマン／Eインヴィテイショ
ン／Fパリの空の下／Gアイ・ハード・ア・ブルーバード／Hフ
ライング・ホーム／Iアイ・ウォント・クライ・エニモア／Jサー
カス／Kトゥ・イーチ・ヒズ・オウン／Lフォーチュン・クッキーズ／
Mロング・ホット・サマー／Nザ・マスカレイド・イズ・オーヴァー
クリス・コナー（vo）、ボビー・ジャスパー（fl）、スタン・フリー（p）、バリー・ガルブレイス

（g）、エド・ショウネシー（ds）、ラルフ・シャロン（arr, cond）他
【録音】CFJM1958年4月29日　ニューヨーク／HI1958年7月31日　ニュー
ヨーク／N1959年3月10日　ニューヨーク／AB1959年9月6日　ニューヨーク／
DEK1959年12月22日　ニューヨーク／GL1960年1月28日　ニューヨーク

WPCR-29346� 歌詞付  [REPRISE]

エラ・フィッツジェラルド『ヴァーサタイル・エラ』
Aサニー／Bマシュ・ケ・ナダ／C男と女／D酒とバラの日々／Eブ
ラック・コーヒー／Fタキシード・ジャンクション／G悲しいうわさ／
Hドント・ドリーム・オブ・エニバディ・バット・ミー／Iシングス・エイント・
ホワット・ゼイ・ユースト・トゥ・ビー／Jウィロー・ウィープ・フォー・ミー／
Kマンテカ／Lジャスト・ホエン・ウィアー・フォーリング・イン・ラヴ
エラ・フィッツジェラルド（vo）、ハリー・エディソン（tp）、J.J.ジョンソン（tb）、ハロルド・
ランド（ts）、ボビー・ハッチャーソン（vib）、ジョー・サンプル（org, el-p）、トミー・フラナ
ガン（p）、ハーブ・エリス（g）、レイ・ブラウン（b）他

【録音】EFJ1970年1月4日　ハリウッド／ACD1970年1月5日　ハリウッ
ド／BK1970年1月6日　ハリウッド／HL1970年12月21日　ハリウッド／
GI1970年12月22日　ハリウッド

WPCR-29348� 歌詞付  [ATLANTIC]

カーメン・マクレエ『サウンド・オブ・サイレンス』
Aサウンド・オブ・サイレンス／Bアイ・ガット・イット・バッド／Cマッ
カーサー・パーク／Dウォッチ・ホワット・ハプンズ／Eスターダスト／
F行かないで／G暗い日曜日／Hアイ・ソールド・マイ・ハート・トゥ・ザ・
ジャンクマン／Iプア・バタフライ／Jマイ・ハート・リマインズ・ミー／
K丘に住む人々／Lキャン・ユー・テル／［オリジナルLP未収録曲］
Mパリのめぐり逢い＊／Nア・コテイジ・フォー・セール＊　　＊MONO
カーメン・マクレエ（vo）、ハービー・マン（fl）、ノーマン・シモンズ（p）、ジョン・コリンズ

（ds）、ショーティー・ロジャース（arr, cond）他

【録音】BDEK 1968年6月26日　ロサンゼルス／AFGL 1968年6月27日　ロサンゼ
ルス／CHIJ 1968年6月28日　ロサンゼルス／MN 1967年10月2日　ニューヨーク

WPCR-29350 国内初CD化 � 歌詞付  [ROULETTE]

サラ・ヴォーン『スノーバウンド』
Aスノーバウンド／Bあなたがはじめて／Cホワッツ・グッ
ド・アバウト・グッバイ／D星影のステラ／Eルック・トゥ・ユ
ア・ハート／Fオー・ユー・クレイジー・ムーン／Gブラ・ブラ・
ブラ／Hアイ・リメンバー・ユー／Iアイ・フォール・イン・ラヴ・
トゥ・イージリー／Jグラッド・トゥ・ビー・アンハッピー／Kス
プリング・キャン・リアリー・ハング・ユー・アップ・ザ・モスト
サラ・ヴォーン（vo）、ドン・コスタ（dir）、オーケストラ

【録音】ABEFHIJ1962年7月23、24日　ニューヨーク／
CDGK1962年7月27日　ニューヨーク

ア アート・ファーマー・カルテット インターアクション 29191

スウェーデンに愛をこめて 29129

ブルースをそっと歌って 29116

ライヴ・アット・ザ・ハーフ・ノート 29160

アート・ブレイキー アート・ブレイキーズ・ジャズ・メッセンジャーズ・ウィズ・セロニアス・モンク 29165

キュー・バップ 29022

ゴールデン・ボーイ 29023

ジプシー・フォーク・テイルズ 29126

ドラム・ナイト・アット・バードランド 29069

ドラム・ナイト・アット・バードランド Vol.2 29070

バックギャモン 29102

アイリーン・ウッズ イッツ・レイト 29120

アン・フィリップス ボーン・トゥ・ビー・ブルー 29247

ウ ヴァイ・ヴェラスコ シンギング・ボサ・ノヴァ 29248

ウィリー・ボボ ボボズ・ビート 29170

ウィル・デイヴィス ハヴ・ムード・ウィル・コール 29235

ウォーン・マーシュ ウォーン・マーシュ 29156

エ エセル・エニス ララバイズ・フォー・ルーザーズ 29119

エタ・ジョーンズ エタ・ジョーンズ・シングス・ウィズ・ジュニア・マンス＆ケニー・バレル 29091

エディ・コスタ エディ・コスタ＝ヴィニー・バーク・トリオ 29033

エディ・ヒギンズ・トリオ ソウレロ 29185

オ オーネット・コールマン オーネット・オン・テナー 29205

オーネット！ 29154

ジャズ来るべきもの 29018

フリー・ジャズ 29178

キ ギル・エヴァンス スヴェンガリ 29039

ク クラーク・テリー エディ・コスタ・メモリアル・コンサート 29216

クリス・コナー ヴィレッジ・ゲイトのクリス・コナー 29044

クリス・コナー 29043

パリの週末 29092

ポートレイト・オブ・クリス 29093

コ コーラ・リー・デイ マイ・クライング・アワー 29221

コンテ・カンドリ ウエスト・コースト・ウェイラーズ 29192

サ サイ・コールマン ジャマイカ 29134

サラ・ヴォーン アフター・アワーズ 29050

ザ・ディヴァイン・ワン 29097

サラ・シングス・ソウルフリー 29250

サラ+2 29098

ジ・イクスプローシヴ・サイド 29124

スウィート＆サッシー 29225

スター・アイズ 29175

ドリーミー 29049

ユーアー・マイン・ユー 29150

ロンリー・アワーズ 29200

サル・サルヴァドール ミュージック・トゥ・ストップ・スモーキング・バイ 29241

シ ジーン・クイル ３ボーンズ・アンド・ア・クイル 29108

ジーン・ハリス アワ・ラヴ・イズ・ヒア・トゥ・ステイ 29184

ジニー・イン・マイ・ソウル 29169

ジェシー・パウエル ブロウ・マン・ブロウ 29180

ジジ・グライス ジャズ・ラブ 29064

ジミー・ジュフリー ウェスタン組曲 29233

ジミー・ジュフリー３ 29208

トラヴェリン・ライト 29179

ジミー・ラッシング ファイヴ・フィート・オブ・ソウル 29245

ジミー・ロウルズ フィオレロ・アップタウン／メアリー・サンシャイン・ダウンタウン 29236

ジャッキー・マクリーン ジャッキー・マクリーン・クインテット 29001 

 ファット・ジャズ 29053

ジャッキー＆ロイ バイ・ジュピター＆ガール・クレイジー 29090

ジャック・ウィルソン ジャック・ウィルソン・カルテット・フィーチャリング・ロイ・エアーズ 29187

ジャック・ティーガーデン ジャズ・マーヴェリック 29161

ジャック・ティーガーデン ジャック・ティーガーデン・アット・ザ・ラウンドテーブル 29130

ディキシー・サウンド・オブ・ジャック・ティーガーデン 29217

ミスター・Ｔの肖像 29194

ジョー・ウィリアムス スウィンギン・ナイト・アット・バードランド 29144

トゥゲザー 29197

ジョー・ザヴィヌル ザヴィヌル 29081

マネー・イン・ザ・ポケット 29035

ジョー・ニューマン ロッキング・ホーンズ 29027

ジョー・ピューマ ジャズ 29158

ジョニー・グリフィン ソウル・グルーヴ 29231

ジョニー・スミス イージー・リスニング 29084

ヴァーモントの月 29024

ギター＆ストリングス 29239

サウンド・オブ・ジョニー・スミス・ギター 29240

ザ・ジョニー・スミス・カルテット 29117

ジョニー・スミス・フォーサム Vol.１ 29210

ジョニー・スミス・フォーサム Vol.２ 29211

デザインド・フォー・ユー 29157

ニュー・ジョニー・スミス・カルテット 29025

フェイヴァリッツ 29141

プラス・ザ・トリオ 29183

マイ・ディア・リトル・スウィートハート 29212

ジョニー・ソマーズ ポジティヴリー・ザ・モスト 29149

ジョニー・ハートマン アイ・ソート・アバウト・ユー 29118

ジョン・コルトレーン アヴァンギャルド 29061

オレ！ 29059

コルトレーン・サウンド（夜は千の眼を持つ） 29009

コルトレーン・ジャズ 29007

コルトレーン・プレイズ・ブルース 29060

ジャイアント・ステップス 29006

マイ・フェイヴァリット・シングス 29008

ジョン・ハンディ イン・ザ・ヴァナキュラー 29066

ノー・コースト・ジャズ 29132

ジョン・ルイス アフタヌーン・イン・パリ 29112

オーケストラU.S.A 29244

ジョン・ルイス・ピアノ 29080

ス ズート・シムズ ジャズ・ミッション・トゥ・モスコー 29201

ズート・シムズ・オン・デュクレテ・トムソン 29176

ニュー・ビート・ボサ・ノヴァ Vol.1 29226

ニュー・ビート・ボサ・ノヴァ Vol.2 29227

スペックス・パウエル ムーヴィン・イン 29218

スライド・ハンプトン ザ・ファビュラス・スライド・ハンプトン・カルテット 29077

セ セルダン・パウエル セルダン・パウエル 29005

セルダン・パウエル・セクステット 29057

ソ ソニー・スティット 37ミニッツ・アンド・48セカンズ 29055

ア・リトル・ビット・オブ・スティット 29104

ザ・サキソフォンズ・オブ・ソニー・スティット 29056

ザ・マタドールズ・ミート・ザ・ブル・スティット！ 29202

スティット・ゴーズ・ラテン 29127

スティット・プレイズ・バード 29153

ソニー・サイド・オブ・スティット 29105

ソニー・スティット・ウィズ・ザ・ニューヨーカーズ 29004

ニアネス・オブ・ユー 29003

ブロードウェイ・ソウル 29177

ペン・オブ・クインシー 29002

タ ダイナ・ワシントン イン・トリビュート 29198

イン・ラヴ 29123

ダイナ’62 29046

ダイナ’63 29095

ドリンキング・アゲイン 29173

アーティスト アルバム・タイトル 品番
(WPCR-) アーティスト アルバム・タイトル 品番

(WPCR-)

今までにリリースした全250タイトルを、
アーティスト、タイトルの50音順に記載し
ております。連名または名義違いの作品も、
代表アーティストの欄にまとめて記載して
おります。

第1弾 〜 第8弾
全 250タイトル　INDEX

第1弾 〜 第8弾
全 250タイトル　INDEX


